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※ 出 入 り 口 は 正 門 及 び 北 門 と な っ て お り ま す 。
　 ま た 、 保 健 室 は 翠 巒 会 館 の 向 か い と な っ て お り ま す 。
※ 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら お 客 様 ご 自 身 の 上 履 き と 下 足 入 れ を ご 使 用 く だ さ い 。
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校 内 案 内 図

こ ん な と き は …

※ 芝 生 へ の 立 ち 入 り 禁 止

×

● 落 と し 物 　 ● 迷 子 の お 問 い 合 わ せ 　 ● 知 人 の 呼 び 出 し

　 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ 行 っ て 実 行 委 員 の 指 示 に 従 い 、 手 続 き を し て く だ さ い 。

★ 校 内 で 靴 を な く さ れ た 方 は 、 1  階 の 本 部 へ お 尋 ね く だ さ い 。

● け が ・ 急 病 な ど

　 保 健 室 に 行 き 処 置 を 受 け て く だ さ い 。 事 態 が 急 な と き は 、 周 囲 の 生 徒 に 協 力 を 求 め て く だ さ い 。

● 火 災 ・ 地 震 等 の 非 常 事 態 の 時

★ そ の 他 、 お 困 り の 時 に は 、 ス タ ッ フ  T  シ ャ ツ を 着 た 実 行 委 員 に お 尋 ね く だ さ い 。

★ 翠 巒 祭 を 楽 し ん で い た だ く 為 に 、 社 会 的 一 般 常 識 に 伴 っ た マ ナ ー を お 守 り く だ さ い 。 万 が 一 、 お 守 り い

　 た だ け な い 場 合 、 イ ベ ン ト の 進 行 を 妨 げ る よ う な 行 為 と み な さ れ る 場 合 は 、 ご 退 場 い た だ く こ と が あ り

　 ま す 。

（ 正 門 ）

◎ 駐 車 場 は 開 始 時 刻 の 1 0 分 前 よ り 開 放 に な り ま す 。

◎ 高 チ ャ リ で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。翠 巒 祭  2 0 2 4
S U I R A N  F e s t i v a l  2 0 2 4

6 月 1 日 ( 土 ) 1 2 :0 0 ～ 1 6 :3 0 ( 1 5 :5 0 入 場 終 了 )

6 月 2 日 ( 日 )  9 :0 0 ～ 1 6 :3 0 ( 1 5 :5 0 入 場 終 了 )

高 崎 高 校 生 徒 会
高 崎 市 八 千 代 町 2 -  4 -  1

☎ 0 2 7 － 3 2 4 － 0 0 7 4

全 日 制
通 信 制

▶ お 問 い 合 わ せ

関 係 者 用 駐 輪 場

駐 輪 場

飲 食 ス ペ ー ス

模 擬 店 街

シ ャ ト ル バ  ス  の  り ば



　 1  年 　 茂 木 　 陽 音 　 　 1  年 　 飯 塚 　 勇 仁 　 　 1  年 　 小 山 　 拓 人 　 　 1  年 　 小 林 　 拓 翔 　 　 1  年 　 田 島 　 優 誠 　 　 1  年 　 今 野 　 有 基

　 1  年 　 長 嶋 　 奏 太 　 　 2  年 　 門 脇 　 駿 　 　 　 2  年 　 清 水 　 孝 一 　 　 2  年 　 中 島 創 一 朗 　 　

　 2  年 　 井 艸 　 一 陽 　 　 2  年 　 岩 渕 　 宥 樹 　 　 2  年 　 小 倉 　 崇 平 　 　 2  年 　 角 田 　 文 武

　 2  年 　 菱 田 　 泰 地 　 　 3  年 　 柿 沼 　 悠 仁 　 　 3  年 　 山 口 　 眞 人 　 　 3  年 　 松 田 　 煌 生

　 3  年 　 山 口 　 彰 仁 　 　 3  年 　 手 島 　 透 吾 　 　 3  年 　 嶋 方 　 蒼 太 　 　 3  年 　 大 畠 　 光 瑛

　 3  年 　 篠 崎 　 修 治

○ 　 イ ベ ン ト 班 仕 事 内 容 違 法 賭 ◯ 取 締 り

　 1  年 　 成 田 桜 一 朗 　 　 1  年 　 中 澤 　 隼 人 　 　 1  年 　 須 永 　 寛 山 　 　 2  年 　 赤 澤 　 創 太

　 2  年 　 三 澤 　 洋 輝 　 　 3  年 　 山 﨑 　 流 楓 　 　 3  年 　 堀 口 　 煌 陽 　 　 3  年 　 志 村 　 和 輝

　 3  年 　 田 中 　 杏 児 　 　 3  年 　 坂 元 　 壮 太 　 　 3  年 　 森 田 　 大 智

○ 　 食 堂 ・ 喫 茶 班 仕 事 内 容 お 客 様 に 憩 い の 場 を 提 供 す る こ と

　 1  年 　 西 川 　 大 智 　 　 1  年 　 髙 橋 　 陽 樹 　 　 1  年 　 堀 口 　 大 翔 　 　 1  年 　 武 者 　 直 輝

　 2  年 　 木 村 　 陽 翔 　 　 2  年 　 井 田 　 唯 人 　 　 2  年 　 岡 本 　 裕 翔 　 　 3  年 　 田 中 　 快 陸

　 3  年 　 柴 崎 　 徳 朗

○ 体 育 館 行 事 班 仕 事 内 容 こ こ に 装 飾 、 土 木 を 入 れ て 、 ヲ タ 芸 を ひ と つ ま み ...

　 1  年 　 小 澤 　 拓 真 　 　 1  年 　 久 保 　 晃 市 　 　 1  年 　 大 阿 久 智 温 　 　 1  年 　 勝 田 　 敦 宏 　

　 1  年 　 高 田 　 瑛 斗 　 　 1  年 　 松 井 　 穂 高 　 　 2  年 　 千 葉 　 悠 斗 　 　 2  年 　 川 島 　 久 和 　 　

　 2  年 　 清 田 　 侑 希 　 　 2  年 　 水 野 　 颯 太 　 　 2  年 　 中 澤 　 絢 太 　 　 3  年 　 鈴 木 　 晴 斗 　

　 3  年 　 小 林 　 健 吾 　 　 3  年 　 高 宮 　 崇 　 　 　 3  年 　 大 廣 　 利 騎 　 　 3  年 　 大 手 　 秀 晃 　

○ 　 壁 画 班 仕 事 内 容 3 5 5 6 8 0  マ ス の ド ッ ト 絵 を 手 作 り す る

　 1  年 　 國 保 　 雅 人 　 　 1  年 　 佐 藤 　 有 漣 　 　 1  年 　 本 郷 リ ョ ウ 　 　 1  年 　 石 原 巧 太 郎 　 　 1  年 　 田 村 　 健 登 　 　 1  年 　 久 保 　 晃 市

　 2  年 　 後 閑 　 匠 真 　 　 2  年 　 藤 澤 　 直 也 　 　 2  年 　 岩 田 　 真 　 　 　 2  年 　 村 上 　 優 斗 　 　 2  年 　 篠 原 　 広 　 　 　 2  年 　 関 　 　 晃 汰

　 2  年 　 土 谷 　 康 太 　 　 2  年 　 荻 野 　 響 輝 　 　 2  年 　 内 川 　 瑛 暉 　 　 2  年 　 伊 早 坂 和 輝 　 　 2  年 　 高 橋 　 雄 大

　 2  年 　 平 野 　 大 地 　 　 2  年 　 岩 橋 　 洋 登 　 　 3  年 　 重 田 　 煌 介 　 　 3  年 　 黒 澤 　 駿 　 　 　 3  年 　 大 野 　 倖 英

　 3  年 　 福 田 　 雄 平 　 　 3  年 　 金 澤 　 い く 　 　 3  年 　 佐 藤 　 洋 介 　 　 3  年 　 安 原 　 圭 祐 　 　 3  年 　 福 田 龍 之 介

　 3  年 　 小 林 　 大 輝 　 　 3  年 　 黛 　 　 春 陽 　 　 3  年 　 土 屋 　 拓 都 　 　 3  年 　 渡 邉 　 泰 月 

○ 模 擬 店 班 仕 事 内 容 模 擬 店 全 部 し ま す

　 1  年 　 今 野 　 有 基 　 　 1  年 　 齊 藤 　 芳 明 　 　 1  年 　 田 中 　 隼 人 　 　 2  年 　 岩 渕 　 宥 樹 　 　 2  年 　 井 艸 　 一 陽

　 2  年 　 菱 田 　 泰 地 　 　 3  年 　 相 馬 　 賢 聖 　 　 3  年 　 手 島 　 透 吾 　 　 3  年 　 戸 塚 　 建 佑 　 　 3  年 　 塚 越 　 悠 馬

　 3  年 　 木 本 　 蒼 大 　 　 3  年 　 丹 　 　 大 和 　 　 3  年 　 徳 井 　 泉 　 　 　 3  年 　 藤 川 　 輝 貴

○ 夜 祭 班 仕 事 内 容 一 日 一 万 回 感 謝 の 正 拳 突 き (  マ ジ )

　 1  年 　 根 岸 　 亮 輔 　 　 1  年 　 新 井 　 蒼 太 　 　 1  年 　 土 屋 　 太 輝 　 　 1  年 　 髙 原 　 悠 介

　 2  年 　 樋 口 　 善 勇 　 　 2  年 　 阿 部 　 瑛 大 　 　 2  年 　 市 村 幸 太 郎 　 　 2  年 　 寺 田 洋 太 郎

　 3  年 　 中 野 　 力 亜 　 　 3  年 　 小 佐 野 祐 希 　 　 3  年 　 坂 本 　 聖 　 　 　 3  年 　 大 貫 　 友 輔

○ フ ォ ト モ ザ イ ク 班 仕 事 内 容 モ ザ イ ク ア ー ト 制 作

■ 放 送 課

　 1  年 　 大 谷 英 太 郎 　 　 1  年 　 片 貝 　 晃 士

　 1  年 　 田 中 　 錬 弥 　 　 2  年 　 地 濃 　 光 希

　 2  年 　 森 田 　 悠 生 　 　 2  年 　 岡 部 　 隆 生

　 2  年 　 宇 野 　 成 亮 　 　 3  年 　 武 井 　 悠 真

　 3  年 　 丹 　 　 大 和 　 　 3  年 　 佐 藤 　 凪 　

　 3  年 　 木 本 　 蒼 大

■ w e b  課

　 1  年 　 野 崎 　 真 聖 　 　 1  年 　 田 嶋 　 龍 介 　 　 1  年 　 市 川 　 優 真 　 　 1  年 　 佐 藤 　 璃 空

　 1  年 　 宮 澤 信 一 郎 　 　 1  年 　 小 熊 凜 太 朗 　 　 2  年 　 磯 部 　 太 一 　 　 2  年 　 関 　 　 奏 多

　 2  年 　 新 谷 　 真 雄 　 　 2  年 　 木 闇 　 颯 人 　 　 2  年 　 大 塚 　 滉 生

　 2  年 　 川 井 　 柊 太 　 　 2  年 　 折 茂 　 奏 空 　 　 3  年 　 香 川 　 直 寛

　 3  年 　 林 　 　 航 青 　 　 3  年 　 森 戸 　 洸 成 　 　 3  年 　 吉 澤 　 柊 聖

○ 　 メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン 班 仕 事 内 容 肉 体 労 働 無 い よ

　 1  年 　 轟 　 右 京 　 　 　 1  年 　 妹 尾 　 泰 寿 　 　 1  年 　 長 谷 川 侑 大 　 　 1  年 　 田 胡 　 琢 磨

　 2  年 　 溝 口 人 慈 路 　 　 2  年 　 唐 澤 　 直 輝 　 　 2  年 　 鎌 形 　 悠 　 　 　 2  年 　 福 岡 　 悠 安

　 3  年 　 井 田 　 天 翔 　 　 3  年 　 川 越 　 在 人 　 　 3  年 　 木 暮 　 啓 人 　 　 3  年 　 常 見 　 健 太

○ ポ ス タ ー ・ パ ン フ レ ッ ト 班 仕 事 内 容 こ の パ ン フ レ ッ ト と ポ ス タ ー の 作 成

★ ご 来 場 あ リ が と う ご ざ い ま し た ★

ご 挨 拶 紹 介 ＆ コ メ ン ト

生 徒 会 長

1 2 4  期 木 暮 啓 人

　 こ の 度 は 第  7 2  回 翠 巒 祭 に お 越 し い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す 。 本 開 催 は 、 実 に ５ 年 ぶ

り の 入 場 制 限 な し で の 開 催 と な り ま す 。 こ こ 数 年 は チ ケ ッ ト が な い せ い で 入 れ な か っ た と

い う 方 に も 、 久 し ぶ り の 、 あ る い は 初 め て の 翠 巒 祭 を 味 わ っ て い た だ け る こ と を う れ し く

思 い ま す 。 同 時 に 我 々 高 高 生 も 、 ご 来 場 い た だ い た 皆 様 を 目 一 杯 楽 し ま せ ら れ る よ う に と 、

一 層 気 を 引 き 締 め て 今 日 ま で 準 備 を し て き ま し た 。 日 常 生 活 か ら お 笑 い み た い な 彼 ら が 送

る 、 最 高 の エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト を ぜ ひ 心 ゆ く ま で お 楽 し み く だ さ い 。

　 さ て 、 今 回 の 翠 巒 祭 の テ ー マ は 「 C O N- T R U S T 」 。「 と も に （ C O N ） 信 じ る （ T R U S T ） 」 と 「 対

比 （ c o ntr a st ） 」 を か け た 言 葉 と な っ て い ま す 。 絶 滅 危 惧 Ⅰ A  類 に 分 類 さ れ る 公 立 男 子 校 で

す が 、 中 で も 我 ら が 高 崎 高 校 は 自 由 奔 放 ・ 個 性 爆 発 の 山 猿 集 団 で あ り 、 男 子 校 を 煮 詰 め た

出 汁 か ら 水 分 だ け を 蒸 発 さ せ た よ う な 学 校 で す 。 そ ん な 高 高 生 が １ 年 で 最 も 団 結 す る 行 事

の 一 つ で あ る 翠 巒 祭 。 と も に 成 功 を 願 い 、 お 互 い を 信 頼 し な が ら 今 日 ま で の 道 の り を 歩 ん

で き ま し た 。 来 場 し て く だ さ っ た 皆 様 に と っ て 、 今 日 と い う 日 が い つ も と ち ょ っ と 違 っ た

輝 き を 帯 び た な ら ば 、 こ れ 以 上 に 幸 い な こ と は あ り ま せ ん 。

　 こ こ で 少 々 自 分 語 り を 。 僕 の 座 右 の 銘 「 素 敵 に 生 き る 」 は 大 好 き な 曲 の 歌 詞 か ら と っ て い ま す 。 生 き る 上 で は 苦 労 も

後 悔 も つ き も の だ け れ ど 、 自 分 の 人 生 を 振 り 返 っ た 時 に 「 素 敵 に 生 き ら れ た 」 と 思 え れ ば い い な と 思 っ て い ま す 。 そ し

て 今 回 、 翠 巒 祭 実 行 委 員 長 に 立 候 補 し 、 仲 間 と と も に 最 高 の 翠 巒 祭 を つ く り あ げ た い と 願 っ た の も 、 そ ん な 思 い か ら で

す 。 い ろ い ろ ご 迷 惑 を お か け し た チ ー フ 陣 に は 、 す み ま せ ん で し た  <( _ _) > 。 み ん な と 一 緒 に 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し な が

ら こ の 日 に 向 け て 進 ん で き た 日 々 は 、 僕 の 宝 物 で す 。

　 さ あ 、 ご 来 場 の 皆 さ ん 、 準 備 は で き て い ま す か ？ 　 県 内 最 強 の や ば い 奴 ら の お 祭 り を 、 思 う 存 分 お 楽 し み く だ さ

い ！ ！

翠 巒 祭 実 行 委 員 長

1 2 4  期 常 見 健 太

　 第  7 2  回 翠 巒 祭 に ご 来 場 の 皆 さ ん 、 本 日 は 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す ！ ！ 第  1 2 4  期 全 日

制 生 徒 会 長 木 暮 啓 人 で す 。 突 然 で す が 、 皆 さ ん の 今 所 属 し て い る 学 校 や 会 社 と い っ た 場 所

は あ な た に と っ て ど の よ う な 意 味 を 持 っ て い ま す か ？ 高 崎 高 校 は 、 過 ご す 時 間 の 長 さ か ら

も 我 々 高 高 生 に と っ て の 「 第  2  の 家 」 で あ る と い う の は 神 代 の 時 代 か ら 言 わ れ て い ま す が 、

私 か ら す れ ば 、 最 早 高 高 と い う の は 我 々 生 徒 と 一 心 同 体 、 ま た は 家 族 と 言 っ て も 過 言 で は

あ り ま せ ん 。 我 々 は こ の 学 校 に 入 学 し て か ら こ れ ま で 日 々 の 授 業 や 部 活 動 、 た く さ ん の 行

事 で 喜 び や 悲 し み 、 そ し て 心 の 成 長 を こ の 高 崎 高 校 と 全 て 共 有 し て き ま し た 。

　 こ の 翠 巒 祭 で も 全 高 高 生 が ク ラ ス 展 示 や 招 待 試 合 に 向 け て 努 力 を し て き ま し た 。 と り わ け

翠 巒 祭 実 行 委 員 は 自 分 達 の そ れ ぞ れ の 仕 事 に 責 任 と 誇 り を 持 ち 、3 Ｆ 精 神 ( F e v er, Fr e e d o m,

F ull p o w er)  を モ ッ ト ー に こ の 翠 巒 祭 の 成 功 を 願 い 、1 年 も 前 か ら 準 備 に 取 り 組 ん で き ま し

た 。 特 に ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 中 や 開 催 一 週 間 前 は 皆 、 士 気 高 揚 で あ り 、 翠 巒 祭 準 備 の エ リ ア

5 1 と も 言 え る 理 科 棟 か ら は 湯 が 湧 く ほ ど の 熱 気 を 感 じ ま し た 。 翠 巒 祭 に 来 て く だ さ っ た 皆

さ ん は 、 こ の 高 高 の 熱 気 を 感 じ て い っ て く だ さ い ！ ！

　 そ し て ” 高 高 生 に な っ て み た い ” と 思 っ て も ら え た な ら ば こ れ 以 上 の 喜 び は あ り ま せ ん 、 本 望 で す 。 さ て 、 高 高 と 翠 巒 祭

へ の 気 持 ち の 昂 ぶ り の せ い で お か し い こ と を 書 い て し ま っ た か も し れ ま せ ん が 、 と に か く ！ 中 学 生 の 方 も ！ O B の 方 も ！

付 き 合 い で 来 た 方 も 関 係 な く ！ ご 来 場 の 皆 さ ん ！ ！ 高 高 の 魅 力 に ど う ぞ 肩 ま で 浸 か っ て い っ て く だ さ い ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！

校 長

佐 鳥 　 秋 彦

　 本 日 は お 忙 し い 中 、 第  7 2  回 翠 巒 祭 に お 越 し い た だ き 、 誠 に 有 り 難 う ご ざ い ま す 。

　 本 校 の 背 後 に 広 が る 観 音 山 の 緑 が 一 段 と 濃 く な り 、 頂 上 に 聳 え る 白 衣 大 観 音 と の コ ン ト

ラ ス ト が い っ そ う 鮮 や か に 感 じ ら れ る 季 節 と な り ま し た 。6  月 第  1  土 曜 日 、 日 曜 日 と 言 え

ば 翠 巒 祭 、 そ う 今 年 も ま た 翠 巒 祭 の 季 節 が や っ て ま い り ま し た 。 昨 年 度 ま で は 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 影 響 も あ り 、 入 場 数 を 制 限 し て の 開 催 で し た が 、 コ ロ ナ も 落 ち 着 き 、 よ う や く 従

来 の 形 で 皆 さ ま を お 迎 え す る こ と が で き る 運 び と な り ま し た 。 ぜ ひ ご 来 場 い た だ い た 皆 さ

ま に は 、 翠 巒 祭 の 成 功 を 目 指 し て 、 日 々 仲 間 と 取 り 組 ん で き た 生 徒 達 の 熱 気 や 、 エ ネ ル ギ ー

を 存 分 に ご 堪 能 い た だ き た い と 思 い ま す 。

　 今 年 の テ ー マ は 「 C O N- T R U S T （ 共 に ー 信 じ る ） 」 。 翠 巒 祭 の 活 動 を 通 し て 仲 間 と の 絆 を 深

め 、 そ れ ぞ れ の 未 来 へ と 希 望 を 繋 ぐ 「 希 繋 （ き づ な ） 」 が 築 か れ る こ と を 期 待 し て い ま す 。

コ メ ン ト

こ こ を 書 い て い る の は  1 0 0 0  年 以 上

留 年 し た 高 高 生 だ

コ メ ン ト

パ  ン  も ア イ ス も ド リ ン ク も  。

あ な た の 欲 し い が こ こ に あ り ま す 。

コ メ ン ト

コ メ ン ト な に か こ う か な ... え ぇ ー と ...

あ ぁ ー と ... あ っ 、 や ば い 、 じ す う せ い げ

コ メ ン ト

1 0 万 円 （ 材 料 費 ） × 0 円 （ 壁 画 作 成 に か か

る 人 件 費 ） = ∞ （ 壁 画 （ プ ラ イ ス レ ス ） ） あ

れ 、 四 則 演 算 、 、 、

コ メ ン ト

印  象  に  残  っ  て  ！ ！ ！

コ メ ン ト

あ  な  た  と コ ン  ビ  に  パ  ン  フ レ ッ ト

コ メ ン ト

日  本  の ス タ グ  フ レ ー シ ョ ン が

辛 い ん だ や

コ メ ン ト

ミ ナ 藤 生 揚 亮 カ ラ 生 マ レ 、

藤 生 揚 亮 ヘ ト 還 ル 。

コ メ ン ト

み ん な の 目 と 耳 を 刺 激

し ち ゃ う よ ー ー ー



は じ め に

お 困 り の 際 に 役 立 つ 「 翠 巒 祭  Q & A 」 や 「 各 種 ご 案 内 」 な ど 、 様 々 な 情 報 を 記 載 し て お り ま す 。

こ の パ ン フ レ ッ ト が 、 翠 巒 祭 に お 越 し い た だ い た お 客 様 の お 力 に な れ れ ば 幸 い で す 。 ま た 、

ペ ー ジ 下 部 に 面 白 い 豆 知 識 な ど も 載 せ て お り ま す 。 ぜ ひ 、 隅 々 ま で ご 覧 く だ さ い 。

TI M E T A B L E

翠 巒 祭  Q ＆ A

マ ス コ ッ ト ・ テ ー マ 紹 介

各 種 ご 案 内

公 式  S N S

限 定 グ ッ ズ 販 売

食 堂 喫 茶 店

模 擬 店

巨 大 ガ ラ ガ ラ

校 内 一 般 展 示 人 気 投 票 の お 知 ら せ ・ お 願 い

校 内 展 示 マ ッ プ

1 F  ク ラ ス 展 示 　 部 活 動 展 示

2 F  ク ラ ス 展 示 　 部 活 動 展 示

3 F  ク ラ ス 展 示

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

翠 巒 ス テ ー シ ョ ン

應 援 部 ・ 招 待 試 合

翠 巒  F e s

高 高 生 ア ン ケ ー ト

壁 画 ・ フ ォ ト モ ザ イ ク

ア ー チ 解 説

ポ ス タ ー 解 説 ・ T  シ ャ ツ に つ い て

エ ン ト ラ ン ス ・ グ ラ フ ィ ッ ク ス

放 送 課

装 飾 課

偉 大 な る 先 輩 方 の 軌 跡

追 い 出 し

シ ャ ト ル バ ス の ご 案 内  &  編 集 後 記

実 行 委 員 及 び 仕 事 紹 介 ＆ コ メ ン ト

P 2
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P 4
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P 6

P 7

P 8

P 9

P 1 0

P 1 1

P 1 2. 1 3

P 1 4. 1 5
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案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他



翠 巒
会 館

中 庭

イ ベ ン ト
ス テ ー ジ

第    1
体 育 館

す い ら ん

翠 巒
会 館

１ ２ ： ０ ０  １ ３ ： ０ ０  １ ４ ： ０ ０

６ 月 １ 日 （ 土 ）
１ ５ ： ０ ０  １ ６ ： ０ ０

中 庭

イ ベ ン ト
ス テ ー ジ

第    1
体 育 館

す い ら ん

９ ： ０ ０  １ ０ ： ０ ０  １ １ ： ０ ０

※ 校 舎 内 へ の 入 場 は 1 5: 5 0 以 降 で き な く な り ま す の で 、 ご 注 意 く だ さ い 。

※ 雨 天 時 は 第 2 体 育 館 で イ ベ ン ト を 行 い ま す 。

１ ２ ： ０ ０

６ 月 ２ 日 （ 日 ）
１ ３ ： ０ ０  １ ５ ： ０ ０１ ４ ： ０ ０  １ ６ ： ０ ０

マ  ン ド リ ン  部

１ 3 ： 0 0  ～ １ 4：0 0

和 太 鼓 部

1 2 ：1 0 ～ 1 2：5 5

和 太 鼓 部

1 2 ：1 0 ～ 1 2：5 5

マ ジ 歌 選 手 権

1 4 ：0 5  ～ １ 4：5 0

ミ ス タ カ タ カ
2 0 2 4
予  選 α

1 3 ：0 5 ～ 1 3：4 5

ミ ス タ カ タ カ
2 0 2 4
予  選 α

1 3 ：0 5 ～ 1 3：4 5

ミ ス タ カ タ カ
2 0 2 4
予  選 β

1 5 ：3 5 ～ 1 6：1 5

筋 肉 王 国

1 5 ：0 0 ～

1 5 ：3 0

應 援 部

１ 5 ： 0 0  ～ １ 6：1 0

和 太 鼓 部

１ 3 ： 4 5  ～ １ 4：0 0

１ 4 ： 1 5  ～ １ 5：0 0

吹 奏 楽 部

１ 4 ： 1 5  ～ １ 5：0 0 １ 5 ： 1 5  ～ １ 6：0 0

吹 奏 楽 部

１ 5 ： 1 5  ～ １ 6：0 0

吹 奏 楽 部

１ 0 ： 0 0 ～

1 1 ：0 0

翠  巒  ス  テ  ー  シ ョ ン

１ 2 ： 1 0 ～ 1 4：3 0

和 太 鼓 部

9 ：1 0 ～

9 ：5 5

ミ ス タ カ タ カ
2 0 2 4
予  選 θ

1 0 ：1 0 ～ 1 0：5 0

高 高 王

1 1 ：2 0 ～

1 2 ：1 0

ミ ス タ カ タ カ
2 0 2 4

決 勝 大 会
1 4 ：3 5 ～ 1 5：2 5

應 援 部

中 庭 披 露

１ 0 ： 5 0  ～ １ 1：0 5

和 太 鼓 部

１ 2 ： 3 0  ～ １ 2：4 5

  マ  ン ド リ ン部

１ 2 ： 0 0 ～ 1 3：0 0

ガ チ ム チ
幻 影 旅 団
１ 3 ： 1 0 ～

１ 3 ：4 5

9 7 人
の 壁
１ 3 ： 4 5 ～
1 4 ：1 5

エ  キ  セ  ン ト リ ッ ク
グ  ラ ン ド フ ィ ナ  ー レ
1 5 ：3 5 ～
1 6 ：1 5
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Ｑ ． 物 を な く し ま し た 。

Ａ ． イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ お 願 い し ま す 。

Ｑ ． 落 と し 物 を 拾 い ま し た 。

Ａ ． お 近 く の 黒 Ｔ シ ャ ツ の 実 行 委 員 ま た は イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ

　 　 お 願 い し ま す 。

Ｑ ． ト イ レ は ど こ で す か 。

Ａ ． 第 一 体 育 館 ・ 部 室 棟 ・ 校 舎 各 階 ・ 翠 巒 会 館 に あ り ま す 。

　 　 パ ン フ レ ッ ト ま た は 実 行 委 員 ま で 。

Ｑ ． 怪 我 ま た は 体 調 を 崩 し ま し た 。

Ａ ． お 近 く の 実 行 委 員 ま で 。 保 健 室 ま で ご 案 内 し ま す 。

Ｑ ． 道 に 迷 い ま し た 。

Ａ ． 校 舎 外 な ら パ ン フ レ ッ ト 裏 表 紙 、 校 舎 内 な ら パ ン フ レ ッ ト

　 　 ｐ 1 2 ・ ｐ 1 3  を ご 覧 く だ さ い 。

Ｑ ． 今 や っ て い る イ ベ ン ト は な ん で す か 。

Ａ ． パ ン フ レ ッ ト ｐ 2 0  を ご 覧 く だ さ い 。

Ｑ ． 校 舎 の 出 入 口 は ど こ で す か 。

Ａ ． 模 擬 店 街 、 イ ベ ン ト ス テ ー ジ の 近 く に あ り ま す 。

Ｑ ． 知 人 と は ぐ れ て し ま い ま し た 。

Ａ ． イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ お 願 い し ま す 。

Ｑ ． 恋 人 が 欲 し い で す 。 ど う し た ら 良 い で す か 。

Ａ ． 私 が 知 り た い で す 。 （ 切 実 ）

Ｑ ． ト イ レ に 間 に 合 い ま せ ん 。 ど う し た ら 良 い で す か 。

Ａ ． 「 絶 対 は 絶 対 に な い 」

Ｑ ． 「 翠 巒 祭 と い え ば コ レ ！ 」 と 言 う も の は 何 で す か ？

Ａ ． パ ン フ レ ッ ト で す ！ 異 論 は 認 め ま せ ん 。
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案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他

翠 巒 祭  Q & A

豆 知 識 ： ３ 分 間 の テ ト リ ス で 、 食 欲 や 性 欲 が  1 / 5  に 減 る



「 Ｃ Ｏ Ｎ － Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ 」 と は

Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ 「 信 じ る 」 に 、 Ｃ Ｏ Ｎ 「 共

に 」 と い う 意 味 を 持 つ 冠 詞 を 合 わ

せ 、 Ｃ Ｏ Ｎ Ｔ Ｒ Ａ Ｓ Ｔ 「 対 比 」 と 掛

か っ た 造 語 。 翠 巒 祭 と は 決 し て 一

人 で は 成 し 得 ず 、 仲 間 を 信 じ る も

の で あ り 、 当 日 の 天 気 が 晴 れ で あ

る こ と を 信 じ る も の で あ り 、 自 分

達 の 仕 事 が ご 来 場 の 皆 様 を 笑 顔 に

す る と 信 じ る も の 。

そ し て 日 常 と 、 翠 巒 祭 と い う 非 日

常 と の 対 比 、 普 段 の 大 人 し さ （ ？ ）

と は 対 照 的 な 高 々 生 の 本 気 ！

私 は 翠 巒 祭 を 運 営 す る 側 に 立 ち た

い 一 心 で 高 崎 高 校 に 入 学 し た 身 ゆ

え 、 連 綿 と 続 く 翠 巒 祭 の 、 顔 と も

言 え る テ ー マ の 考 案 者 に な れ た こ

と を 生 涯 の 光 栄 に 思 い ま す 。

ｂ ｙ 徳 井 泉

マ ス コ ッ ト

紹 介 ! !
マ ス コ ッ ト

紹 介 ! !

ペ ン キ の 値 段 は ペ ン キ リ （ ピ ン キ リ ） 　

ｂ ｙ － オ ク ト 丸 ７ ２ 世

ニ ワ ト リ 姿 の

マ ス コ ッ ト

タ コ さ ん ウ イ ン ナ ー 姿 の 彼 の 名 前 は

オ ク ト 丸 ７ ２ 世 ！ ポ ス パ ン 課 の 井 田

の 弁 当 を 使 い 召 喚 し た 。 微 妙 な 配 色

は 、 チ ー フ が 麻 雀 中 に 配 色 し た た め

で あ る 。 好 物 は 枝 豆 。 頭 の 旗 は 抜 か

れ て も 再 生 す る 。

7 2 n d7 2 n d
テ ー マ 「 C O N- T R U S T 」テ ー マ 「 C O N- T R U S T 」

テ ー マ に 込 め ら れ た 願 い と は ？テ ー マ に 込 め ら れ た 願 い と は ？

翠 巒 祭 !!翠 巒 祭 !!

名 前
オ ク ト 丸

７ ２ 世

名 前
オ ク ト 丸

７ ２ 世
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豆 知 識 ： 授 か り 婚 は ア メ リ カ で 、 シ ョ ッ ト ガ ン ウ エ デ ィ ン グ



そ の １ ： ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン

そ の ２ ： 指 月 庭 芝 生 へ の 立 入 禁 止 の お 願 い

そ の １ ： ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン

そ の ２ ： 指 月 庭 芝 生 へ の 立 入 禁 止 の お 願 い

翠 巒 祭 で は 環 境 保 護 の た め 、 ゴ ミ の 分 別 回 収 を 行 っ て い ま す 。 分

別 は 箸 、 串 、 プ ラ ス チ ッ ク 類 、 缶 、 瓶 、 ペ ッ ト ボ ト ル 、 そ の 他 燃

え る ゴ ミ で す 。 ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン に は 三 度 の 飯 よ り 清 掃 が 好 き な

清 掃 課 員 が お り ま す の で 、 お 気 軽 に ご 利 用 く だ さ い 。 ゴ ミ ス テ ー

シ ョ ン の 場 所 は 模 擬 店 の 飲 食 ス ペ ー ス の 出 入 口 付 近 で す 。 大 き な

看 板 が 目 印 で す 。 ま た 、 模 擬 店 以 外 で 出 た ゴ ミ は 全 て 各 自 で の お

持 ち 帰 り と な り ま す 。 よ り 良 い 翠 巒 祭 を 実 現 す る た め に 、 ご 理 解

と ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

芝 生 の 保 護 の た め 、 指 月 庭 芝 生 へ の 立 ち 入 り は 禁 止 と さ せ て い た

だ き ま す 。 ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い し ま す 。

     〜 人 の か た い も の ラ ン キ ン グ 〜

１ 位 ： 　 別 れ を 決 め た 女 性 の 意 思 　 知 ら ん け ど

２ 位 ： 　 歯 　 ダ イ ヤ モ ン ド の 硬 さ に 近 い

３ 位 ： 　 骨 　 大 腿 骨 と 頭 蓋 骨 は 特 に 硬 い

４ 位 ： 　 爪 　 鉄 の 半 分 く ら い の 硬 さ
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公 式 Ｓ Ｎ Ｓ

始 め ま し た

何 年 か 前 か ら や っ て い る

と い う の は 置 い と い て …

ご 来 場 の 皆 様 に は

翠 巒 祭 終 了 後 も

お 楽 し み い た だ け る よ う 、

た く さ ん の コ ン テ ン ツ を

随 時 更 新 し て い く 予 定 で す 。

ぜ ひ 、 ア ク セ ス

し て み て く だ さ い ！

公 式  w e b  に デ ジ タ ル
パ ン フ レ ッ ト が あ る の で

是 非 見 て く だ さ い ！
そ っ ち は カ ラ ー で す よ ！ ！ ！ ！

公 式  w e b

y o u t u b e

I n s t a g r a m
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帰  っ た あ と も  、

　 そ の “ 熱 狂 ” を
翠 巒 祭 が 終 わ り 、 週 が 明 け る と 、 翠 巒 祭 の 痕 跡 は 殆 ど 残 ら な い 。

非 日 常 の 翠 巒 祭 か ら ま た い つ も 通 り の 日 常 へ 戻 っ て い く 。

そ ん な 日 常 の 中 、 あ の と き 買 っ た グ ッ ズ が 目 に 入 る 。

そ れ は 非 日 常 の カ ケ ラ で あ り 、

非 日 常 を 思 い 出 す た め の 鍵 で あ る 。

そ し て 、 そ れ は 来 年 の 翠 巒 祭 に

思 い を 馳 せ る き っ か け と な る 。

価 格 帯

1 0 0  円 ～ 1 0 0 0  円

数 量 限 定

な く な り 次 第 終 了

グ ッ ズ 課
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♡ 食 堂 喫 茶 ♡
〈 販 売 商 品 〉

・ デ ザ ー ト
 　 ド ー ナ ツ ， ア イ ス

・ パ ン
　 　 高 高 の 購 買 パ ン を 発 売 中!

・ 飲 み 物( P E T)
　 1 本 1 0 0 円  

　 つ め た ～ い

〈 場 所 〉

販 売  1 年 2 組

食 事 1 年 1 組
※ 2 階 の 理 科 等 側 の 端 で す ｡

〈 景 品 チ ケ ッ ト 〉

ク ラ ス 展 示 等 で 獲 得 さ れ た 景

品 チ ケ ッ ト を お 持 ち い た だ く

と ､ お 好 き な 飲 み 物 ま た は 指

定 の パ ン と 交 換 で き ま す ｡

2 階 西 側 、 1 組 2 組 で 食 堂 喫 茶 を や っ て い ま す 。

2 組 で 購 買 の パ ン や 飲 み 物 、 ア イ ス を 販 売 し て お り ま す 。

1 組 は 飲 食 可 能 ス ペ ー ス と な っ て お り ま す 。

翠 巒 祭 巡 り で 疲 れ た 体 を 休 ま せ に ぜ ひ 立 ち 寄 っ て く だ さ い 。

〈 W h a t i s 麻 雀 ？ 〉
名 前 は 知 っ て い る け れ ど や り 方 が わ か ら な い ゲ ー ム 堂 々 の 一 位 、 麻 雀

( 当 社 比) 。 や は り そ の ル ー ル や 勝 ち 方 は 複 雑 怪 奇 。 一 朝 一 夕 で は そ の

尻 尾 す ら も 掴 め な い 。 し か し な が ら そ れ だ け の ゲ ー ム 性 が あ る か ら こ

そ 今 日 ま で 老 若 男 女 問 わ ず 親 し ま れ て い る の だ ろ う 。 な ん と 東 大 や 早

稲 田 に も 麻 雀 サ ー ク ル な る も の が あ る の だ か ら 驚 き で あ る 。

こ こ 高 崎 高 校 に も 雀 卓 が あ る の は ま た 別 の お 話 。 。 。 。
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〈 模 擬 店 を ご 利 用 の 上 で の 大 切 な お 願 い 〉
① マ ス ク の 着 用 は 翠 巒 祭 の 運 営 の 指 示 に 従 っ て 下 さ い 。

② 手 指 消 毒 に ご 協 力 お 願 い し ま す 。

③ 模 擬 店 は 全 て 食 券 制 と な っ て お り ま す 。
④ 飲 食 時 は 飲 食 ス ペ ー ス を ご 利 用 く だ さ い ｡ ま た ､ 食 べ 歩 き は ご 遠 慮 く だ さ い ｡

⑤ ペ ッ ト ボ ト ル 飲 料 の み 現 金 で も 購 入 可 能 で す 。
⑥ そ の 他 の 運 営 ､ ス タ ッ フ の 指 示 に は 必 ず 従 っ て く だ さ い ｡

以 上 の 点 を 守 っ て 頂 け な い 場 合 は 模 擬 店 の 利 用 を ご 遠 慮 頂 き ま す 。

皆 様 の 健 康 と 安 全 の た め ､ ご 協 力 お 願 い し ま す ｡

〈 模 擬 店 を ご 利 用 の 上 で の 大 切 な お 願 い 〉

① マ ス ク の 着 用 や 手 指 消 毒 な ど 基 本 的 な 感 染 症 対 策 に ご 協 力 く だ さ い 。

② 飲 食 は す べ て 飲 食 ス ペ ー ス を ご 利 用 く だ さ い 。 食 べ 歩 き な ど を せ ず 、

　 着 席 を お 願 い 致 し ま す 。

③ 模 擬 店 は す べ て 食 券 制 と な っ て お り ま す 。 メ ニ ュ ー や 販 売 状 況 等 、 詳 細 は

　 下 記  2  次 元 コ ー ド か ら ご 確 認 く だ さ い 。

④ そ の 他 ス タ ッ フ の 指 示 に は 必 ず 従 っ て く だ さ い 。

　 以 上 の 点 に ご 協 力 い た だ け な い 場 合 、 模 擬 店 の ご 利 用 を ご 遠 慮 い た だ き ま

　 す 。 皆 様 の 健 康 と 安 全 の た め 、 ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。

〈 模 擬 店 の ご 案 内 〉

食 券
売 り 場 翠 巒

会 館

ゴ ミ 箱

校 舎 校
舎

①  ②  ③  ④

⑤  ⑥  ⑦  ⑧

⑨  ⑩

指 月 庭

３ F  池

① チ ュ ロ ス （ ¥ 2 0 0 ） 　 　 　 　  ② チ ョ コ バ ナ ナ （ ¥ 3 0 0 ）

③ ド リ ン ク 各 種 （ ¥ 3 0 0 ） 　 　  ④ か き 氷 （ ¥ 2 0 0 ）

⑤ ペ ッ ト ボ ト ル 飲 料 （ ¥ 1 5 0 ）  ⑥ フ ラ ン ク フ ル ト （ ¥ 2 0 0 ）

⑦ 焼 き そ ば （ ¥ 3 0 0 ） 　 　 　 　  ⑧ 肉 巻 き お に ぎ り （ ¥ 4 0 0 ）

⑨ つ ぶ つ ぶ ア イ ス （ ¥ 3 5 0 ） 　  ⑩ ク レ ー プ （ ¥ 3 5 0 ）

模 擬 店 ア プ リ ↑

右 の  Q R コ ー ド か ら 模 擬 店 ア プ リ を 開 け ま す 。 こ の ア プ リ は 、購 入 す る メ ニ ュ ー
を  事  前  に  入  力  す る と  、 Q R  コ ー ド  が  表  示  さ  れ  ま す  。 こ の  Q R  コ ー ド を  食  券  売
場  の  実  行  委  員 に 見 せ る こ と で 、 注  文 を 円  滑 に 行 う こ と が  で き ま す 。 使 い 方  な
ど 詳 し く は 、 ア プ リ 内 で ご  確 認 く だ さ い 。 商 品 は 予 告 な く 販  売 中 止 に な る 可
能 性 が あ り ま す｡ お 買 い 求 め 頂 い た 食 券 は な る べ く 早 く ご 利 用 下 さ い ｡

9

案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他
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高 高 内 に 突 如 立 ち は だ か る 巨 大 な 車 輪 。

道 行 く 人 は 皆 そ の 威 容 を 前 に し て ひ れ 伏 し 、

自 分 も ま た 偉 大 な 車 輪 の 一 部 に な る こ と を 願 う と い う ... 。

翠 巒 祭 の 神 の 使 徒 が 作 り し そ の 車 輪 の 名 は 、

巨 大 ガ ラ ガ ラ
直 径 1 6 0 0 m m  を 誇 る 大 迫 力 の ガ ラ ガ ラ 、 た ん と ご 覧 あ れ !

*  注 意 :  そ こ ま で 大 き く あ り ま せ ん 。 過 度 な 期 待 は ご 遠 慮 く だ さ い 。

古 代 メ ソ ポ タ ミ ア の 時 代 か ら 、

ガ ラ ガ ラ は 人 々 に 幸 せ を 授 け る と 伝 え ら れ て き ま し た 。(  嘘 で す )

翠 巒 祭 に 於 い て も そ れ は 例 外 で は な く 、

ガ ラ ガ ラ を 回 し た 人 に は 思 わ ぬ 幸 運 が 舞 い 降 り る か も し れ ま せ ん 。

あ る い は た だ で 食 堂 喫 茶 が 利 用 で き た り 。

ま た あ る い は た だ で 模 擬 店 の 食 べ 物 が も ら え た り 。

我 こ そ は ラ ッ キ ー ピ ー ポ ー と の 自 負 が あ る そ こ の あ な た 。

ま た は タ ダ 飯 を 食 ら っ て や ろ う と い う 食 い し ん 坊 な そ こ の 君 。

ぜ ひ と も ガ ラ ガ ラ を 回 し に 来 て く だ さ い !

1 0

巨 大 ガ ラ ガ ラ



　 翠 巒 祭 で は 、 毎 年 ど の 展 示 が 最 も 魅 力 的 で あ っ た か を 調 査 す る 人 気 投

票 を 行 っ て い ま す 。 そ の た め 、 ご 来 場 い た だ い た 皆 様 に は 、 ク ラ ス 展

示 ・ 部 活 展 示 の そ れ ぞ れ か ら 最 も 良 か っ た 展 示 を 一 つ ず つ 選 び 、 票 を 投

じ て い た だ き ま す 。

　 皆 様 の 一 票 が 今 後 の 高 々 翠 巒 祭 の ク オ リ テ ィ ー を 決 定 す る 鍵 と な り ま

す の で 、 ご 協 力 の ほ ど よ ろ し く お ね が い し ま す 。

　 こ ち ら の 人 気 投 票 、 昨 年 度 の 投 票 率 は 1 0 % 以 下! こ れ は 非 常 に 由 々 し き

事 態 で す 。 班 員 は み な 涙 ぐ ま し い 努 力 を 続 け て お り ま す が 、 投 票 率 は 一

向 に 向 上 し ま せ ん 。

以 下 の Q R コ ー ド か ら 投 票 で き ま す 。以 下 の Q R コ ー ド か ら 投 票 で き ま す 。

...  我 々 の 努 力 を ...  無 駄 に し な い た め に ......  我 々 の 努 力 を ...  無 駄 に し な い た め に ...

ど う か 皆 様 、 投 票 を お 願 い し ま す 。ど う か 皆 様 、 投 票 を お 願 い し ま す 。

皆 様 の 清 き 一 票 を ！

校 内 一 般 展 示 人 気 投 票 の お 知 ら せ ・ お 願 い

1 1
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一 般 展 示
案 内 図

W C

男

W C

男

W C

女

( 3 - 5 )

( 1 - 6 )

3 - 4

3 - 7

( 2 - 5 )

2 - 6

2 - 7

( 1 - 5 )

3 - 3

( 2 - 6 )

1 - 1

1 - 2

( 1 - 7 )( 旧 1 - 9 )

新 聞 部

( 旧 1 - 8 )

数 学 部

( 3 - 7 )

物 理 部

( 3 - 6 )

山 岳 部

( 旧 3 - 8 )

通 信 制

( 旧 3 - 9 ）

( 旧 2 - 9 )

1 - 7

3 - 5

鉄 道
研 究 部

会 計
本 部

( 2 - 7 )

1 - 3

1 - 6

( 旧 2 - 8 )

1 - 4

1 - 5

放 送
メ デ ィ ア
研 究 部

図 書 室
（ 1 階 ３- 6 、３- 7 付 近
廊 下 か ら 北 校 舎 へ ）

美 術 部 ・ 文 藝 部

1 2



( 2 - 1 )

2 - 1

( 3 - 1 )

應 援 部

( 3 - 2 )

地  学 ・
写 真 部

( 2 - 2 )

2 - 2

( 2 - 3 )

2 - 3

( 1 - 3 )

3 - 1

( 1 - 4 )

3 - 2

3 - 6

( 2 - 4 )

2 - 4

2 - 5

W C

女

W C

女

W C

男

( 1 - 1 )( 1 - 2 )

食 堂 喫 茶

( 3 - 3 )

化 学 部

( 3 - 4 )

囲  碁 ・
将 棋 部

通 行 の 規 制 が あ り ま す の で 、 現 地 の

指 示 に 従 っ て く だ さ い

1 3
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地 学 部

應 援 部

写 真 部

1 F  ク ラ ス 展 示

　 　 部 活 動 展 示

化 学 部

ど な た で も

大 大 大

歓 迎 ！ ！

中 庭  北 校 舎

非 常 階 段

非 常 階 段

地  学 ・
写 真 部

應 援 部

通 信 制

本 部

物 理 部

W C ( 男 )

化 学 部

囲  碁 ・
将 棋 部

鉄 道
研 究 部

山 岳 部

W C ( 女 )

1 F

美 術 部

文 藝 部

入 口

1 4



鉄 道 研 究 部

物 理 部

 美 術 部

  囲 碁 ・ 将 棋 部

山 岳 部

通 信 制

何 個 の 展 示 に 行 け る か な ？

1 F  ク ラ ス 展 示 ・ 部 活 動 紹 介
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中 庭  北 校 舎

非 常 階 段

非 常 階 段

J R C 部

J R C 部

食 　 堂

喫 　 茶

食 　 堂

喫 　 茶

2 F

3 - 1

3 - 2 ・ 3 - 6

3 - 3

2 F  ク ラ ス 展 示

　 　 部 活 動 展 示

数 学 部

新 聞 部

放 送
メ デ ィ ア
研 究 部

W C ( 女)

3 - 1

3 - 2
3 - 6

3 - 3

3 - 4
3 - 7

W C ( 男)
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豆 知 識 ： 高 々 で も 彼 女 い る 人 が 多 い 　 だ か ら 入 っ て も で き る ！



高 高 に 入 る 方 法 は 男 に な る か 、 勉 強 へ の 危 機 感 を 持 つ か 、

か い と を フ ォ ロ ー す る か の  3  択 で す 。

放 送 メ デ ィ ア 研 究 部

新 聞 部

3 - 4 ・ 3 - 7

数 学 部

J R C 部

ど の 展 示 も

と て も 楽 し い よ ！ ！

2 F  ク ラ ス 展 示 ・ 部 活 動 紹 介
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イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他



中 庭  北 校 舎

非 常 階 段

非 常 階 段

３ F

2 - 1

2 - 2

2 - 3

3 F  ク ラ ス 展 示

2 - 4
2 - 5

2 - 3

2 - 1

2 - 2

2 - 6
2 - 7

1 - 1
1 - 2

1 - 3
1 - 6

1 - 4
1 - 5

1 - 7
3 - 5

W C ( 男)

W C ( 女)
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豆 知 識 ： 発 行 枚 数 の 少 な い お 金  1  位 は 昭 和  6 2  年 の  5 0  円 玉 （ 価 値 は  1 0 0 0 0  円 ）



2 - 4 ・ 2 - 5 2 - 6 ・ 2 - 7

1 - 1 ・ 1 - 2 1 - 3 ・ 1 - 6

1 - 4 ・ 1 - 5 1 - 7 ・ 3 - 5

も ち ろ ん 来 て く れ る よ ね ？

3 F ク ラ ス 展 示
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案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他

豆 知 識 ： M r s. G R E E N A P P L E  の 大 森 元 貴 （ V o / G t ） は り ん ご ア レ ル ギ ー で あ る 。



◉ 和 太 鼓 演 奏
　 高 崎 高 校 の 誇 る 漢 組 に よ る 力
強 い 演 奏 を ご 覧 あ れ ！

１ 日  1 2: 1 0  ～  1 2: 5 5 

２ 日 ９: 1 0  ～  9: 5 5

◉ ミ ス タ カ タ カ
　 　 コ ン テ ス ト  2 0 2 4
　 翠 巒 祭 イ ベ ン ト ス テ ー ジ の 目
玉 企 画 ！
　  高  高  の  可  愛  い  娘  を  発  見  し  よ  う ！

１ 日[ 予 選 α] 1 3: 0 5 ～ 1 3: 4 5

　 　[ 予 選 β] 1 5: 3 5 ～ 1 6: 1 5

２ 日[ 予 選 θ] 1 0: 1 0 ～ 1 0: 5 0

２ 日[ 決 　 勝] 1 4: 3 5 ～ 1 5: 2 5

◉ マ ジ 歌 選 手 権 　
　 ス テ ー ジ に 自 ら の 歌 声 を 響 か
せ 栄 冠 を つ か め ！

1  日 1 4: 0 5  ～  1 4: 5 0

◉ 筋 肉 王 国
　 溜 ま っ た フ ラ ス ト レ ー シ ョ ン
を 爆 発 さ せ 、 鍛 え た 筋 肉 を 今 こ
そ 披 露 す る と き だ ！

１ 日  1 5: 0 0  ～  1 5: 3 0

◉ 高 高 王
　 高  高 を 導 く 4  人 の 男 た ち が 王  座
を 巡  る  、  熱  い  戦  い  が  今  始  ま  る ！

２ 日 1 1: 2 0  ～  1 2: 1 0

◉ ガ チ ム チ 幻 影 旅 団
　 翠 巒 祭 実 行 委 員 の 隠 さ れ し 班
課 の  正  体  が  つ  い  に  明  か  さ  れ  る ！

２ 日  1 3: 1 0  ～  1 3: 4 5

◉ 9 7 人 の 壁
　 ど う し て あ と 2 人 確 保 で き な
か っ た ん だ ！

２ 日  1 3: 4 5  ～  1 4: 1 5

◉ グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ
翠 巒 祭 の 締 め く く り ！ イ ベ ン ト 班 の 集 大 成 ！

一 番 の 盛 り 上 が り を 約 束 し ま す ！ ぜ ひ ご 覧 く だ さ い ！

2  日  1 5: 3 5  ～  1 6: 1 5

イ ベ ン ト ス テ ー ジ 一 覧

2 0



1 2:1 0～ 1 2:5 5

1 3:0 5 ～ 1 3:4 5

1 4 :0 5 ～ 1 4 :5 0  

1 5:0 0 ～ 1 5:3 0

1 5:3 5 ～ 1 6:1 5

和 太 鼓 演 奏

ミ ス コ ン [  予 選 α]

マ ジ 歌  選 手 権

筋 肉 王 国

ミ ス コ ン [  予 選 β ]

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル
６ / 1 ( 土 )
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案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他

豆 知 識 ： マ グ カ ッ プ の 「 マ グ 」 の 意 味 は カ ッ プ



9 :1 0～ 9 :5 5

1 0:1 0～ 1 0:5 0

11:2 0 ～ 1 2:1 0

和 太 鼓 演 奏

ミ ス コ ン [  予  選 θ]

高 高 王

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル
６ / 2 ( 日 )  午 前

2 2

豆 知 識 ： 生 き て い る う ち に 、 恋 愛 を 約 ３ 回 経 験 す る ら し い 。
た だ し 、 高 々 生 は 例 外 で 、 １ 回 も 経 験 し な い こ と が 普 通 。 悲 し い



1 3:1 0～ 1 3:4 5

1 3:4 5 ～ 1 4 :1 5

1 4 :3 5 ～ 1 5:2 5

1 5:3 5 ～ 1 6:1 5

ガ チ ム チ  幻  影  旅  団

9 7  人 の 壁

ミ ス コ ン [  決  勝 ]

グ ラ ン ド フ ィ ナ ー レ

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル
６ / 2 ( 日 )  午 後

2 3

豆 知 識 ： カ メ レ オ ン の 舌 の 長 さ は 体 長 の ２ 倍

案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他



１. g y m  班 ヲ タ 芸

２. 剣 道 部 ダ ン ス

３. 野 球 部 ダ ン ス

４. u n u s e d m e n

５. B o n fir e l o v er s

６. Al g er n o n

７. G a v e Er a 

８. Er e c t e d B o y s

s uir a n
s t a ti o n!

６ 月 ２ 日 [ 1 2 : 1 0  ~] 会 場 ： 第 一 体 育 館

ダ ン ス ＆ バ  ン ド  イ ベ  ン ト
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豆 知 識 ： う に ゃ 〜 っ て 感 じ の 「 〜 」 の 名 称 は チ ル ダ



S UI R A N S T A TI O NS UI R A N S T A TI O N

剣 道 部

Al g e r n o n 

可 愛 く て ご め ん / H o n e y W o r k s

い つ も は 男 の 声 し か 聞 け な い 僕 達 も 今 日

は み ん な の 心 を キ ュ ン キ ュ ン さ せ て 黄 色

い 声  援 を か っ さ ら い ま す  。

C all M e M a y b e / C arl y R a e J e p s e n

愛 唄 / G R e e e e N

J a p a n e s e T e e n R o c k P o p B a n d @ a g n b a n d

It ’ s A b o ut H o w D e e p W e C a n M a k e T hi s M o m e nt -

野 球 部

D a n g e r h oli c / S n o w M a n

バ ブ リ ー ダ ン ス 

野  球  だ  け じ  ゃ な  い  っ て と こ ろ を 見  せ

つ け ま す 。 今 日 ぐ ら い 僕  達 も カ ッ

コ つ け て い い で す よ ね 。

夕 暮 れ / T H E B L U E H E A R T S

踊 り 子 / V a u n d y

情 熱 の 薔 薇 / T H E B L U E H E A R T S

B o n fi r e l o v e r s

シ ル エ ッ ト / K A N A- B O O N 

平 成 ペ イ ン / g o! g o! v a nill a s

天 体 観 測 / B U M P O F C HI C K E N

？ ？ ？ /  V a u n d y

G a v e E r a 

咲  か せ ろ  

陸 上 、 和 太 鼓 、 マ ン ド リ ン 部 の メ ン バ ー で 構 成 さ れ た バ ン ド で す が 、 僕 た ち の え ん そ

う を 楽 し ん で い た だ け る と 嬉 し い で す 。 バ ン ド 名 の 由 来 は 元 高 高 教 師 兼 小 説 家 の 安 倍

礼 二 さ ん ( a v er a g e)  を 並 べ 替 え て  G a v e Er a （ ガ ー ベ ラ ） 、 と い う 感 じ で す ！

Bli n g- B a n g- B a n g- B o r n

　 / C r e e p y N u t s

う ま  ぴ ょ い  伝  説

　 / C y g a m e s （ 本 田 晃 弘 ）

u n u s e d m e n

色 恋 沙 汰 と は 無 関 係 、 二 次 元 こ そ が 我

が 至 高 。 女 子 と の 交 流 が 少 な い 高 々 生 、

そ の 中 で も 自 分 ら の オ タ ク の 道 を 歩 ん で

来 た 。 そ ん な 僕 ら で も 会 場 を 盛 り 上 げ た

い 。 青 春 を 捧 げ た 僕 た ち の オ タ 芸 を 是

非 ご  覧 く だ さ い  。

ロ グ  マ ロ ー プ /  日 食  な つ こ

シ ュ  ガ  ー ソ ン  グ と ビ タ ー ス  テ ッ プ

　 / U NI S O N S Q U A R E G A R D E N

フ ァ ン フ ァ ー レ / s u mi k a 

E r e c t e d B o y s 

毎 年 メ ン バ ー は 変 わ り な が ら も 、 吹 奏  楽 部 内 で 脈 々 と 続 い て き た バ ン ド 、 そ れ が

Er e ct e d B o y s 。 今 年 も 皆 さ ん に ピ リ ッ と 刺 激 的 な 演 奏 を お 届 け し ま す 。
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第 ５ ７ 回 　 定 例 リ ー ダ ー 公 開

１ ． 翠 巒 　   ２ ． 大 望

３ ． 富 士 の 白 雪

４ ． 数 え 歌 　  ５ ． 敵 軍

６ ． 天 行 く 翼 　  ７ ． 攻 撃

８ ． 校 歌

演 目
　 我 々 應 援 部 は 、 今 な お 栄 え 続 け る 伝 統

を 繋 ぐ 第 一 人  者 と し て 、 厳 し く 血 の  滲 む よ

う な 修 練 を 積 ん で 参 り ま し た 。

　 こ れ も 一 重 に 、 高 崎 高 校 の 健 児 た ち を

引  っ  張  っ て い く  應  援  部  と  な る  為  の  も  の  で  ご

ざ い ま す 。 今 回 は そ の 集  大  成 と し て 、 強

く 壮  麗 な  演  舞 を 披  露  致 し ま す  。

　 我 々 、 高 崎 高 校 第 漆  拾  弐 代  應 援  部 自

慢 の 豪 気 を 感 じ て い た だ け れ ば 幸 い で す 。

　 押 忍 。

應 援 部 主 将 　 第 漆 拾 弐 代 鈴 木 晴 斗

招 待 試 合 の ご 案 内
招 待 試 合 の 日 程 は デ ジ タ ル パ ン フ レ ッ ト に 載 せ ま す 。

デ ジ タ ル パ ン フ レ ッ ト は  P 6  ペ ー ジ に 掲 載 さ れ て い る

公  式  w e b  の  Q R  コ ー ド か  ら ご  覧  に  な  れ  ま す  。

み ん な

頑 張 っ て ～ ！ ！
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豆 知 識 ： 英 語 で 「 X Y Z 」 は 「 社 会 の 窓 が 開 い て い る よ 」 と い う 意 味 。



会 場 ： 翠 巒 会 館 ホ ー ル

マ  ン ド リ ン  部

吹 奏 楽 部

　 こ ん に ち は ！ マ ン ド リ ン 部 で す 。

　 今 年 も 翠 巒 祭 で は  1  日 目 、 2  日 目 と も に 翠 巒 会 館 で コ ン サ ー ト

を 行 い ま す 。 学 年 ご と の 演 奏 で は  4  月 に 入 っ た ば か り の  1  年 生 の

演 奏 が 、 2  日 目 に は 高 崎 女 子 高 校 マ ン ド リ ン 部 さ ん と 高 高 マ ン ド

リ ン 部  2  年 の コ ラ ボ 演 奏 も あ り ま す ！ ！ 高 高 マ ン ド リ ン 部 に し か

で き な い 繊 細 で ダ イ ナ ミ ッ ク な 演 奏 を ぜ ひ 見 に 来 て く だ さ い ！

　 吹 奏 楽 部 ～ 合 唱 始 め ま し た ～ 

　 T W O （ T a k a s a ki Hi g h S c h o ol Wi n d Or c h e str a ） で す 。 4 月

に 入 っ た 可 愛 い 可 愛 い 一 年 生 た ち と 共 に 演 奏 さ せ て い た だ き ま

す 。 私 た ち が モ ラ ト リ ア ム の 最 中 に 奏 で る ア ダ ル テ ィ な 音 色 を ぜ

ひ お 楽 し み く だ さ い 。

2 日 日6 月

《 吹 奏 楽 部 》

1 0 ： 0 0  ～ 1 1 ： 0 0

（ 体  育  館 ス テ ー ジ ）

1 日 土6 月

《  マ  ン ド リ ン  部  》

1 3 ： 0 0  ～ 1 4 ： 0 0

《 吹 奏 楽 部 》

1 4 ： 1 5  ～ 1 5 ： 0 0

1 5 ： 1 5  ～ 1 6 ： 0 0

翠 巒 F e s翠 巒 F e s

《  マ  ン ド リ ン  部  》

1 2 ： 0 0  ～ 1 3 ： 0 0
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豆 知 識 ： 象 の 皮 膚 の し わ は 蚊 を 挟 ん で 殺 す た め 。 お れ の お ば あ ち ゃ ん も や っ て た 。



恋 人 は い ま す か ？

あ な た の 好 き な タ イ プ は な ん で す か ？

Q 2,

Q 3,

●  そ の 他

部 分 的 に そ う ／ 「 い な い ん じ ゃ な く て 作 ん ね え の ！ 」 ／

白 い 恋 人 ／ 友 達 は １ 次 元 の 子 が い ま し た ／ 観 測 す る ま で

わ か ら な い ／ こ の パ ン フ レ ッ ト を 読 ん で く れ た ア ナ タ ／

あ と １ ヶ 月 待 っ て く れ ／ こ の 感 情 は 恋 な の だ ろ う か 。

●  そ の 他

「 好 き 」 で は な い ／ ど ち ら か と い え ば そ う ／ 愛 し て い る ／ 勉 強 は 嫌 い だ が ノ リ は

好 き ／ 時 に 好 き 、 時 に 嫌 い

●  選 ん だ 理 由

高 々 は 私 の こ と 好 き ？ ／ 自 明 ／ 道 を 歩 け ば 良 問 に あ た る 。

／ 授 業 進 度 「 は 」 進 学 校 ／ 語 感 が 好 き で す 。 ／ そ こ に 高

高 が あ る か ら 。 ／ 高 高 は 許 嫁 だ か ら ／ 好 き っ て 思 っ て お

か な い と 辛 く な る か ら 。 ／ タ ダ で 毎 日 動 物 園 に い け る か

ら ／ 共 学 で は で き な い よ う な こ と も で き る ／ 結 婚 し な く

て も 幸 せ に な れ る こ の 時 代 に 、 　 私 は 高 崎 高 校 と 結 婚 し た

い の で す 。

古 文 漢 文 ８ 割 を 安 定 し て 取 れ る 人 ／ 何 と は 言 わ な い が 、 Ｃ 以 内 。 ／ 楽 器 が

で き る ｏ ｒ ス ポ ー ツ が で き る 。 ／ ひ ふ み ん ／ 美 形 で あ る 者 、 特 に 、 凹 と 凸

が 曲 線 美 と し て 表 出 し た も の ／ ○ 女 の 空 手 部 ／ じ め ん タ イ プ ／ 「 香 炉 峰 の

雪 い か な ら む 」 と 言 っ た ら 窓 を 開 け て く れ る 人 ／ Ｔ ｙ ｐ ｅ － Ｃ ／ ロ ン グ ヘ

ア の ○ 女 生 ／ し み じ み と し た 趣 を 感 じ る 人

A.

A.

高 高 は 好 き で す か ？Q 1,

A.

嫌 い
1 0. 6 ％

そ の 他
9. 9 ％

好 き
7 9. 5 ％

い な い
6 0. 9 ％

彼 女
9. 3 ％

そ の 他
2 5. 5 ％

彼 氏
4. 3 ％

㊙ ア ン ケ ー ト ！ ！
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一 言 で あ な た を 表 す と ？Q 4,

軟 体 動 物 ／ 真 核 生 物 ／ ∅ ／ タ カ タ カ ト ク シ ュ セ イ ヘ キ ハ リ ネ ズ ミ ／ Ｍ ｎ

Ｏ₂ ／ お 星 さ ま の 引 き 立 て 役 Ｂ ／ ３ ３ ２ ８ ／ 歩 く 青 チ ャ ー ト ／ 民 間 地 球 歩

行 士 ／ 身 長 が １ ． ８ × １ ０² （ 有 効 数 字 ２ 桁 ） で あ る こ と

A.

高 高 で の 思 い 出 は ？Q 5,

修 学 旅 行 で 串 焼 き 屋 に 夕 飯 を 食 べ に 行 っ た の に 串 焼 き が ５ 本 し か 出 て こ

な か っ た こ と ／ 翠 巒 祭 で 友 達 が 女 子 と 話 し て て 、 闇 落 ち し た こ と ／ 窓 ガ

ラ ス が 年 に ２ 回 割 れ た （ 事 故 ） ／ み ん な に 会 え た こ と ♥ ／ ガ ラ ス を 叩 き

割 っ た け ど 無 傷 で 済 ん だ こ と ／ 課 題 の 無 心 写 経 、 家 庭 科 教 諭 観 察 ／ 家 庭

科 の 先 生 と 放 課 後 に 二 人 だ け で 授 業 を し た こ と ♥ ／ 先 輩 か ら の エ ロ 本 プ

レ ゼ ン ト ／ １ １ 月 の 進 研 模 試 ／ 家 庭 科 の 先 生 と の ツ ー シ ョ ッ ト 写 真 撮

影 ／ あ の 日 あ の 時 の 土 曜 補 習 ／ あ り ま す ／ 魔 貫 光 殺 法 が 打 て る よ う に

な っ た こ と ／ 気 付 く と 髪 の 毛 が ｖ 字 に な っ て い た こ と ／ 信 任 投 票 が 割 と

マ ジ で ギ リ だ っ た こ と

A.

高 高 生 の 弱 点 と は ？Q 6,

ど れ だ け 寝 て も 自 律 神 経 が 安 定 し な い こ と ／ 女 子 の 囁 き ／ ハ イ オ ク し か

飲 め な い ／ 駐 輪 場 の な い お 店 ／ 自 販 機 の 値 上 げ に 抗 え な い ／ 塩 を か け る

と 溶 け る ／ 会 話 が 低 次 元 過 ぎ て 積 分 し て も 意 味 わ か ら な い と こ ろ 。 ／ 横

強 攻 撃 後 の ４ ｆ ／ ク ロ ス ビ ー ム

A.

翠 巒 祭 が 中 止 に 。 何 が あ っ た ？Q 7,

進 研 模 試 が あ っ た 。 ／ 彼 女 を 作 っ た 輩 が い た ／ チ ー フ 陣 の 裏 金 問 題 が つ

い に バ レ た 。 ／ で っ か い 鳥 が 、 で っ か い 糞 を 学 校 に 落 と し て い っ た 。 ／ 生 徒

会 長 の 死 体 が マ イ ク ロ ビ キ ニ 姿 で 発 見 さ れ た ／ 保 健 室 の 先 生 が 失 踪 ／ 齋

藤 飛 鳥 の 熱 愛 報 道 ／ 実 長 の 違 法 賭 博

A.

☆ 翠 巒 祭 に 一 言

壁 画 を 吊 る す 限 り 翠 巒 祭 は 中 止 に な ら な い ／ か わ い い か わ い い 彼 女 を つ

く り ま す ／ 和 太 鼓 来 て ね ！ ／ ○ 女 の 空 手 部 待 っ て ま す ♡ ／ Ａ ◯ ジ ャ パ ン

は 翠 巒 祭 を 応 援 し て い ま す ／ 翠 巒 祭 っ て 漢 字 で 書 け ま せ ん ／ ヘ ラ ク レ ス

オ オ Ｗ ｉ ｉ リ モ コ ン ／ ウ キ ウ キ ウ キ ー ー 　 　 ／ コ ロ ナ 禍 以 前 の 人 の 量 に

戻 り ま す よ う に … ／ 過 重 労 働 万 歳 ！ ！

A.
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　 今 年 度 、 フ ォ ト モ ザ イ ク の モ チ ー フ は 、 フ

ラ ン ス の 画 家 ク ロ ー ド ・ モ ネ が 描 い た 「 散 歩 、

日 傘 を さ す 女 性 」 で す 。

　 モ ネ は 印 象 派 の 巨 匠 と し て 知 ら れ 、 そ の 革

新 的 な ア プ ロ ー チ は 写 実 性 よ り も 印 象 や 感 覚

を 重 視 し た 「 瞬 間 の 美 し さ 」 を 捉 え ま し た 。

こ の フ ォ ト モ ザ イ ク を 構 成 す る 写 真 は 、 １ 枚

１ 枚 す べ て が 私 た ち の 学 校 生 活 や 行 事 で 撮 影

さ れ た も の で 、 日 常 を 描 い た 印 象 派 と マ ッ チ

し て い る と 思 い ま す 。 ま た 、 光 や 色 彩 が 特 徴

的 で コ ン ト ラ ス ト の あ る 本 作 は 、 今 年 の 翠 巒 祭 テ ー マ 「 Ｃ Ｏ Ｎ － Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ 」

と 相 性 が 良 い と 思 い 、 選 び ま し た 。 感 性 を 重 視 し た 印 象 派 の 絵 画 と リ ア ル そ

の も の の 写 真 と の 対 比 も 感 じ と っ て 頂 け れ ば と 思 い ま す 。 遠 く か ら 全 体 を 眺

め た り 、 近 く で １ 枚 １ 枚 を 楽 し む ２ つ の 視 点 か ら 、 ぜ ひ お 楽 し み く だ さ い 。

　 今 年 の 壁 画 の モ チ ー フ は 、

イ ン ド 北 西 部 に 位 置 す る 世 界

遺 産 「 タ ー ジ ・ マ ハ ル 」 で す 。

タ ー ジ ・ マ ハ ル は １ ７ 世 紀 に ム ガ ル 帝 国 の 皇 帝 シ ャ ー ・ ジ ャ ハ ー ン が 最 愛 の

妻 ム ム タ ー ズ ・ マ ハ ル の た め に 国 家 予 算 の ほ と ん ど を 費 や し て 建 て た お 墓 で

す 。 完 全 な シ ン メ ト リ ー に 設 計 さ れ た 建 物 、 本 殿 へ と 延 び る 道 と 境 目 の な い

空 か ら 壁 画 へ 吸 い 込 ま れ る よ う な 臨 場 感 を ぜ ひ 。 高 高 生 全 員 で ３ か 月 の 月 日

を 費 や し 作 り 上 げ た 巨 大 壁 画 、 来 場 す る あ な た の 記 憶 に 残 る も の を 作 る こ と

が で き た の で あ れ ば う れ し く 思 い ま す 。

フ ォ ト モ ザ イ ク

壁 画
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　 今 年 の ア ー チ は 、 西 洋 の 城 を 意 識 し た オ リ ジ ナ ル の ア ー

チ で す 。 当 初 は 、 と あ る ゲ ー ム の 城 を モ チ ー フ に し よ う と

し て い ま し た が 、 〇 〇 〇 〇 〇 〇 の 方 か ら 許 可 が 降 り な か っ

た た め 、 断 念 し ま し た 。 こ の 一 年 ア ー チ 制 作 に 身 も 心 も 捧

げ 頑 張 っ て き ま し た の で 、 写 真 の 一 枚 で も 撮 っ て い た だ け

る と 嬉 し い で す 。 翠 巒 祭 へ の 入 り 口 で 、「 日 常 」 と 「 非 日 常 」

隔 て る こ の ア ー チ が 少 し で も 皆 様 の 心 に 残 れ ば 幸 い で す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ア ー チ 班 チ ー フ 樋 口 大 晟

ア ー チ
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豆 知 識 ： 高 校 数 学 に は 、 パ ン ケ ー キ の 定 理 、 ハ ム サ ン ド イ ッ チ の 定 理 と い う
定 理 が あ る 。 美 味 し そ う 、 、



■ ポ ス タ ー 解 説 ■ T  シ ャ ツ に つ い て

ま た 会 い ま し た ね 、 徳 井 で す 。
　 翠 巒 祭 Ｔ シ ャ ツ の デ ザ イ ン も 務 め さ せ て 頂 き
ま し た 。 生 徒 、 ご 来 場 の 皆 様 問 わ ず 多 く の 目 に
触 れ る 形 で 翠 巒 祭 に 参 加 で き た こ と も ま た こ の
上 な い 喜 び で す 。
　 し か し 、 こ の 翠 巒 祭 を 成 り 立 た せ て い る の は 、
目 立 つ 仕 事 ば か り で は あ り ま せ ん 。 人 事 、 会 計 、
交 通 警 備 … 名 を 挙 げ た ら キ リ が な い 程 … こ の Ｔ
シ ャ ツ の デ ザ イ ン も 、 そ ん な 外 か ら は 見 え な い
な が ら 決 し て 欠 か せ な い 物 を モ チ ー フ に し て い
ま す 。 翠 巒 祭 で 最 も 使 わ れ て い る で あ ろ う ア イ
テ ム 、 テ ー プ で す 。 装 飾 そ の も の に は な ら な い
な が ら 、 装 飾 物 達 を 繋 ぎ 止 め 、 形 を 留 め さ せ て
く れ ま す 。 接 着 面 に 星 が デ ザ イ ン さ れ て い る の
も 、 見 え な い と こ ろ が 一 番 重 要 だ と い う こ と の
表 れ で す 。
　 裏 方 仕 事 と い う の は 熟 達 し て い る 程 に 表 か ら
は 見 え づ ら く な る も の で す 。 そ ん な 功 労 者 を 讃
え る 意 味 を 込 め て こ の Ｔ シ ャ ツ を デ ザ イ ン し ま
し た 。
　 と に か く 、 翠 巒 祭 を 楽 し ん で い っ て く だ さ い ！

徳 井 泉 （ 美 術 課 ）

　 「 Ｃ Ｏ Ｎ － Ｔ Ｒ Ｕ Ｓ Ｔ 」 と  い  う  テ  ー

マ か ら 自 己 表 現 と い う 意 味 で よ く お こ

な わ れ て い る ス ト リ ー ト ア ー ト を モ

チ ー フ に 、 陰 影 や 補 色 対 比 を 強 調 し た

配 色 で 描 き ま し た 。

　 良 く も 悪 く も 自 由 な 校 風 で あ る 高 崎

高 校 に ぴ っ た り な ポ ス タ ー に な っ た と

自 負 し て い ま す 。

田 島 凰 生

セ ン ス 抜 群

ポ ス タ ー ＆ T  シ ャ ツ

P O S T E R & T- S HI R T

3 2



E ntr a nce

　  Gr a p hics

エ ン ト ラ ン ス ・

　 　 　 グ ラ フ ィ ッ ク ス

　 今 年 は ソ ウ シ ョ ク テ ー マ を 取 り 払 い 、 班 員 達 に よ る 独 創

的 で か つ 多 様 性 に 富 ん だ 絵 で エ ン グ ラ を 作 り 上 げ ま し た 。

皆 様 が 校 内 展 示 や イ ベ ン ト ス テ ー ジ か ら は 勿 論 の こ と 、 出

入 口 か ら も 翠 巒 祭 の 雰 囲 気 を 楽 し ん で い た だ け る と 幸 い で

す 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ３ 年 　 高 橋
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豆 知 識 ： 平 安 時 代 の 結 婚 は 、 男 性 が 女 性 の も と を 三 日 連 続 で 訪 れ る と 成 立 し た 。
現 代 で は ス ト ー カ ー な の で 気 を 付 け ま し ょ う 。



翠 巒 祭 実 行 委 員 長 や 生 徒 会 長 の 話 、 放 送 課 に よ る お 悩 み 相 談 な ど 聞 く だ

け で 楽 し め る 企 画 を 用 意 し て お り ま す の で ぜ ひ 聞 い て み て く だ さ い ！

放 送 課 O N AI R放 送 課 O N AI R

① F M  高 高① F M  高 高

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー で は 迷 子 、 落 と し 物 、 翠 巒 祭 全 体 の 情 報 発

信 を 行 っ て お り ま す ！ ぜ ひ お 立 ち 寄 り く だ さ い 。

※ 靴 の 落 し 物 は 玄 関 で 取 り 扱 っ て い ま す 。

② イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー② イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー
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豆 知 識 ： エ ジ ソ ン の 名 言 「 天 才 と は 、 9 9 % の 努 力 と 1 % の ひ ら め き で あ る 。 」 の
真 意 は 「 1 % の ひ ら め き が な い と 9 9 % の 努 力 も 無 駄 に な る 」 と い う こ と 。

数 学 の で き な い 自 分 に 染 み る ・ ・ ・ 。



翠 巒 祭 実 行 委 員 　 装 飾 課

教 室 棟 一 階 、 レ ン ガ ― ―

一  階  廊  下 を  彩  る レ ン  ガ  、  こ れ ら １ 枚 １ 枚  す べ  て  歴  代  の  職  人  に よ る

手  作 り で す  。

発 泡 ス チ ロ ー ル 板 か ら 切 り 出 し 、 整 形 、 色 塗 り 、 組 立 な ど を 無 限

に 繰 り 返 し た 末 に 生 み 出 さ れ る ス ペ ク タ ク ル 、 と く と ご 覧 あ れ 。

他 に も 校 内 の 装 飾 は 沢 山 あ り ま す 。 少 し 疲 れ た そ こ の あ な た 、 校

内 の 装 飾 を 見 て 少 し 目 を 休 め た ら い か が で す か ？

校  内  装  飾  の こ  だ  わ  り
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展 示 の 中 心 は 文 化 部 だ っ

た ら し い 。 当 時 の ク ラ ス

展  示 は た っ た  4  ク ラ ス

だ っ た よ う だ 。

こ の 暑 い 夏 に ス タ ッ フ

ジ ャ ン パ ー ・ ・ ・ 。

汗  水  垂 ら し て 働  け と い う

こ と か 。

新 聞 部 か ら 発 掘 さ れ た 過 去 の 翠 巒 祭 パ ン フ レ ッ ト か ら 先 輩 方 の 軌 跡 を 追 っ て い く 。

現  在 よ り も か な り

踏 み 込 ん だ 質 問 。

そ し て か な り 危 う

い 回  答  も ち ら ほ

ら ・ ・ ・

第 3 0 回 第 5 0 回

第 6 0 回

偉 大 な る 先 輩 方 の 軌 跡
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お い 女 子 と や っ て ん の か

な  あ  女  子 と や っ て ん だ  ろ

な  あ ！  　

ふ  ざ  け  ん  な  よ ！

ほ わ ぁ ー ー ー ー ー ー

ー ー ー ！ （ 断 末 魔 ）

b y  現 生 徒 会 長

高 崎 ・ 高 校 ・ 高 身 長 ・ 高 収 入 ・

高 学 歴 ・ ハ イ テ ン シ ョ ン ・ 高 慢

そ う 、 こ れ が タ カ タ カ タ カ タ カ

タ カ タ カ タ カ

定 期 戦 に つ い て の 熱 い 記 述 も さ

る こ と な が ら 、 気 に な る の は 左

の 謎  の  宗  教 。 高  高 生 の  生  態  は

今 も 昔 も 謎 多 し ・ ・ ・ 。

第 4 0 回

第 3 6 回
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「 追 い 出 し 」
が 来 る … ！

追 い  出 し と は …

今  夜  の  デ ィ ナ  ー  は  あ  な  た  か  も ・ ・ ・

　 閉 場 時 刻 が 近 づ く と ど こ か ら と も な く 現 れ 、 肩 を 組 ん で 叫 び な が ら 練 り 歩

く 謎  の  集  団  。 そ の 正  体  は  、 お 腹 の 空 い た 高 高 生 の 成 れ の 果 て
だ と か  そ う じ ゃ な い と か ・ ・ ・

＊ そ の 後 の 作 業 に 滞 り が 発 生 す る 可 能 性 が あ る た め 、 追 い 出 し が 来 た ら 速 や か に 退 場 を
　  お  願  い  し  ま  す  。  そ う し  な  い  と
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豆 知 識 ： 昔 の 貴 族 は 食 べ て は 吐 い て を 繰 り 返 し 食 事 を 楽 し ん で い た 。
オ レ だ け じ ゃ な か っ た ん だ 。



　 こ の 度 は 第  7 2  回 翠 巒 祭 に ご 来 場 い た だ き 、 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 生 徒 一 同 、

来 場 し て い た だ い た 皆 様 に 、 高 高 の 雰 囲 気 を 味 わ っ て い た だ け た こ と を と て も 嬉 し く

思 い ま す 。

　 小 学 生 だ っ た 私 は 、 兄 か ら 第  6 4  回 翠 巒 祭 の パ ン フ レ ッ ト を も ら っ て 読 ん だ 時 に 、

パ ン フ レ ッ ト か ら 高 高 生 な ら で は の お も し ろ さ や 活 気 を 感 じ 、 自 然 と 高 崎 高 校 に 入 り

た い と 強 く 思 い ま し た 。 そ の と き は ま だ 高 高 生 と な っ て 私 の 運 命 を 変 え た パ ン フ レ ッ

ト の チ ー フ に な る と は 思 い も し ま せ ん で し た が 、 、 、

　 こ の パ ン フ レ ッ ト に は 、 私 の 好 き な 過 去 の 翠 巒 祭 の パ ン フ レ ッ ト を 意 識 し て 作 成 し

て い る 点 が い く つ か あ り ま す 。 例 え ば 、 豆 知 識 の 中 に は い く つ か 過 去 の 翠 巒 祭 の パ ン

フ レ ッ ト に 載 っ て い た も の も あ り ま す の で 、 ぜ ひ 探 し て み て は い か が で し ょ う か 。

　 こ の パ ン フ レ ッ ト を 作 成 す る に あ た り 、 協 力 し て く だ さ っ た チ ー フ 陣 、 先 生 方 、 業

者 の 方 々 に は 、 本 当 に 感 謝 申 し 上 げ ま す 。 翠 巒 祭 は 、 7 2  回 も 続 く 高 高 生 が 作 り 上 げ

て き た 良 き 伝 統 で す 。 皆 様 と と も に 、 さ ら な る 翠 巒 祭 の 発 展 を 願 っ て 結 び の 挨 拶 と さ

せ て い た だ き ま す 。 翠 巒 祭 よ 、 栄 え あ れ 。

ポ ス タ ー ・ パ ン フ レ ッ ト 班 チ ー フ 　 川 越 在 人

高 崎 駅 か ら 高 崎 高 校 ま で お よ そ  3 k m 。 歩 い て い く と  4 0  分 も か か っ て し ま い ま す 。

し か も 下 図 の よ う な 危 険 が 潜 ん で い ま す 。

高 崎 駅 東 口 ロ ー タ リ ー ⇔ 高 崎 高 校 間 を 無 料 で 行 っ た り 来 た り 。

翠 巒 祭 当 日 限 定 の 幻 の シ ャ ト ル バ ス を ぜ ひ ご 利 用 く だ さ い 。

高 崎 高 校 の バ ス の 待 機 場 は 、 正 門 の ア ー チ 横 に あ り ま す 。

詳 し く は 、 裏 表 紙 の 地 図 を ご 覧 く だ さ い 。

ま た 、 待 機 列 に は 割 り 込 ま な い よ う に お 願 い し ま す 。

シ ャ ト ル バ ス は 翠 巒 祭 の 開 場 か ら 1 5 ～ 2 0 分 間 隔 で 運 行 し て い ま す 。

1 台 約 5 0 人 乗 れ ま す が 、 1 6 時 以 降 高 崎 高 校 を 出 発 す る バ ス は 、

特 に 混 雑 す る の で ご 了 承 く だ さ い 。

※ 注 意 ！ 忘 れ 物 に は ご 注 意 く だ さ い 。 ま た 、 バ ス で は 奥 に 詰 め て ご 乗 車 く だ さ い 。

安 全 で 快 適 な シ ャ ト ル バ ス に 乗 れ ば 大 丈 夫 ！ ！

バ ス を 円 滑 に 運 行 す る 為 に

実 行 委 員 の 誘 導 に 従 う 等 の 皆 様 の ご 協 力 も お 願 い し ま す 。

編 集 後 記編 集 後 記

無 料

ジ ャ ガ イ モ ヘ ジ

単 6 電 池
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案 内

食 べ 物

展 示

部 活 動 イ ベ ン ト

イ ベ ン ト ス テ ー ジ

体 育 館 行 事

そ の 他

シ ャ ト ル バ ス の ご 案 内  &  編 集 後 記



■ 実 行 委 員 長 　 　 　

　 3  年 　 常 見 　 健 太

■ 副 実 行 委 員 長 　 　 　

　 3  年 　 松 原 　 勘 佑 　 　 3  年 　 後 藤 　 滉 己

■ 会 計 課 　

　 1  年 　 高 野 光 太 郎 　 　 1  年 　 神 谷 　 一 颯

　 1  年 　 若 林 　 颯 人 　 　 2  年 　 矢 部 　 來 輝

　 2  年 　 新 井 　 そ ら 　 　 2  年 　 小 出 　 悠 登

　 2  年 　 吉 田 　 真 哉 　 　 3  年 　 新 井 　 寿 松

　 3  年 　 星 野 　 秀 太 　 　 3  年 　 小 松 　 学 叶

　 3  年 　 河 内 　 勇 人 　 　 3  年 　 仁 木 　 逢 人

　 3  年 　 松 岡 　 駿 弥

■ 人 事 課

　 1  年 　 佐 藤 　 璃 空 　 　 2  年 　 増 田 　 秀 弥

　 2  年 　 折 茂 　 奏 空 　 　 3  年 　 井 林 虎 太 郎

○ 総 務 班

各 班 課 チ ー フ は 太 字  & ■

　 3  年 　 渡 辺 　 陸 　 　 　 3  年 　 津 田 　 直 毅

■ 清 掃 課

　 1  年 　 新 井 　 蒼 太 　 　 1  年 　 関 口 　 天 晟

　 1  年 　 竹 渕 　 遙 希 　 　 1  年 　 齋 藤 　 和 　

　 2  年 　 吉 田 　 創 一 　 　 2  年 　 小 谷 　 悠 理

　 2  年 　 野 島 　 守 　 　 　 2  年 　 平 井 　 昊 也

　 3  年 　 木 村 　 怜 　 　 　 3  年 　 津 金 澤 昊 宇

■ 履 物 課

　 1  年 　 上 原 　 拓 己 　 　 1  年 　 古 川 　 遥 翔

　 1  年 　 清 水 　 優 太 　 　 2  年 　 小 池 　 魁 人

　 3  年 　 小 見 由 仁 人 　 　 3  年 　 須 藤 　 駿 　

　 3  年 　 中 尾 　 照 輝 　 　 3  年 　 村 上 　 慎 朔

　 3  年 　 諸 田 　 侑 祇 　 　 3  年 　 相 馬 　 賢 聖

　 3  年 　 町 田 　 央 可 　 　 3  年 　 大 澤 　 風 馬

　 3  年 　 茂 木 　 貴 哉 　 　 3  年 　 大 澤 　 優 貴

　 3  年 　 茂 田 　 遥 音 　

■ グ ッ ズ 課

　 1  年 　 飯 塚 　 涼 太 　 　 1  年 　 吉 江 　 雅

　 1  年 　 廣 瀬 　 翼 　 　 　 1  年 　 加 藤 　 颯 太

　 2  年 　 橋 本 　 和 　 　 　 2  年 　 大 井 田 　 智

　 2  年 　 五 十 嵐 暖 人 　 　 3  年 　 佐 藤 　 駕 音

　 3  年 　 藤 本 富 彌 彦 　 　 3  年 　 吉 田 　 蒼 生

　 3  年 　 山 口 　 眞 人

■ 広 報 課

　 1  年 　 宮 澤 信 一 郎 　 　 1  年 　 小 熊 凜 太 朗

　 1  年 　 野 崎 　 真 聖 　 　 2  年 　 大 野 裕 二 朗

　 2  年 　 小 池 　 崚 輔 　 　 2  年 　 竹 内 　 誠 一

　 3  年 　 江 原 　 直 紀 　 　 3  年 　 張 　 　 家 銘

　 3  年 　 根 岸 　 敬 太 　

■ 交 通 警 備 課

　 1  年 　 栗 原 　 彩 人 　 　 1  年 　 土 屋 　 太 輝

　 1  年 　 森 戸 　 士 雄 　 　 1  年 　 三 上 　 優 斗

　 1  年 　 吉 田 　 直 央 　 　 1  年 　 井 上 　 康 気

　 2  年 　 永 野 　 響 　 　 　 2  年 　 野 島 　 守 　

　 2  年 　 矢 部 　 來 輝 　 　 2  年 　 山 村 康 太 郎

　 2  年 　 吉 田 　 創 一 　 　 2  年 　 山 村 優 之 介

　 2  年 　 新 井 　 そ ら 　 　 2  年 　 水 井 　 聖 央

　 2  年 　 湯 浅 　 大 智 　 　 2  年 　 荒 井 　 恒 汰

　 3  年 　 吉 田 　 健 悟 　 　 3  年 　 石 川 　 翔 海

　 3  年 　 亀 井 　 泰 成 　 　 3  年 　 村 上 　 慎 朔

　 3  年 　 矢 内 　 悠 翔 　 　 3  年 　 後 閑 　 啓 太

　 3  年 　 成 塚 　 蓮

■ バ ス 課

　 1  年 　 市 川 　 優 真 　 　 1  年 　 髙 橋 　 遼 真

　 2  年 　 大 澤 　 礼 旺 　 　 2  年 　 水 井 　 聖 央

　 3  年 　 小 生 　 倫 輝 　 　 3  年 　 田 村 　 朝 陽

　 2  年 　 酒 寄 　 一 輝 　 　 2  年 　 高 橋 寿 々 丸

　 3  年 　 田 沼 　 大 雅 　 　 3  年 　 福 井 　 翔 大

　 3  年 　 戸 塚 直 太 朗 　 　 3  年 　 井 林 　 昌 哉

　 3  年 　 松 本 　 佳 典 　 　 3  年 　 茂 木 　 貴 哉

　 3  年 　 戸 塚 　 建 佑 　 　 3  年 　 吉 田 　 蒼 生

○ 交 通 班

仕 事 内 容 翠 巒 祭 の 中 心 で 高 高 愛 を 叫 ぶ

仕 事 内 容 駐 車 場 の 確 保 　 車 や 来 場 者 の 入 場 　 バ ス の 手 配

■ 美 術 課

　 1  年 　 松 本 　 優 空 　 　 1  年 　 小 野 里 篤 輝

　 1  年 　 栗 原 　 稜 綺 　 　 1  年 　 福 本 　 琉 生

　 1  年 　 髙 原 　 悠 介 　 　 2  年 　 伊 藤 　 慶 郎

　 2  年 　 今 村 　 友 紀 　 　 2  年 　 髙 橋 　 凜

　 2  年 　 村 上 　 響 大 　 　 3  年 　 関 口 　 陽 大

　 3  年 　 高 橋 　 怜 　 　 　 3  年 　 藤 川 　 輝 貴

　 3  年 　 徳 井 　 泉 　

■ 装 飾 課

　 1  年 　 長 谷 川 侑 大 　 　 1  年 　 清 水 　 大 翔

　 1  年 　 阿 部 　 実 裕 　 　 1  年 　 齊 藤 　 芳 明

　 1  年 　 茂 木 　 雅 人 　 　 2  年 　 福 田 　 吏 恩

　 2  年 　 村 山 　 慧 　 　 　 2  年 　 清 水 　 琢 磨

○ 創 作 班 仕 事 内 容 ベ ニ ヤ と 発 泡 ス チ ロ ー ル を ツ マ ミ に ペ ン キ で 酒 盛 り

　 1  年 　 高 野 光 太 郎 　 　 1  年 　 神 谷 　 一 颯 　 　 1  年 　 若 林 　 颯 人 　 　 1  年 　 塚 越 　 永 遠 　 　 1  年 　 田 中 　 錬 弥 　 　 1  年 　 山 本 　 佑 斗 　

　 1  年 　 上 原 　 響 　 　 　 1  年 　 津 田 　 知 毅 　 　 1  年 　 大 久 保 真 滉 　 　 2  年 　 淡 嶋 　 蓮 　 　 　 2  年 　 天 田 　 稜 　 　 　 2  年 　 井 上 　 大 翔 　

　 2  年 　 星 名 　 和 彦 　 　 2  年 　 秋 山 　 拓 翔 　 　 2  年 　 佐 藤 　 匡 　 　 　 2  年 　 金 井 善 太 郎

　 2  年 　 金 澤 　 隼 也 　 　 2  年 　 小 出 　 悠 登 　 　 2  年 　 清 水 柑 太 朗 　 　 2  年 　 並 木 　 拓 斗

　 3  年 　 石 井 　 佳 大 　 　 3  年 　 樋 口 　 大 晟 　 　 3  年 　 後 藤 　 滉 己 　 　 3  年 　 成 塚 　 蓮

○ ア ー チ 班 仕 事 内 容 ア ー チ 建 設

　 1  年 　 狩 野 　 敦 紀 　 　 1  年 　 須 藤 　 僚 太 　 　 1  年 　 田 中 　 隼 人 　 　 2  年 　 西 山 　 拓 斗

　 2  年 　 永 野 　 響 　 　 　 2  年 　 吉 ノ 薗 陽 向 　 　 2  年 　 加 藤 　 秀 崇 　 　 2  年 　 津 久 井 　 将

　 2  年 　 尹 　 　 相 斌 　 　 3  年 　 松 原 　 勘 佑 　 　 3  年 　 吉 澤 　 寛 人 　 　 3  年 　 関 根 　 悠 斗

　 3  年 　 外 谷 　 和 輝 　 　 3  年 　 佐 藤 　 拓 海

○ 一 般 展 示 班 仕 事 内 容 ク ラ ス 展 示 と 部 活 展 示 の 統 率 文 系 玄 関 の 装 飾

○ 特 別 衛 生 管 理 班 仕 事 内 容 感 染 症 /  熱 中 症 /  食 中 毒 対 策

実 行 委 員 及 び 仕 事 の

コ メ ン ト

失 礼 だ な 、 純 愛 だ よ 。

コ メ ン ト

協  力 し て 頑  張 り ま す

コ メ ン ト

P A N T E N E

コ メ ン ト

1  年 か け て 作 っ た も の を

2  日 で 壊 す 虚 し さ は 計 り 知 れ な い 。

コ メ ン ト

普 段 の 高 高 の 衛 生 環 境 は ・ ・ ・

お  察 し で す  。

コ メ ン ト

私 は 創 作 で き て う れ し い な あ 。 私 は 創 作 で き て う れ し い な あ 。 私 は 働 け て う れ し い な あ 。 ほ ん と う に う れ し

い な あ 。 さ あ 徹 底 的 に 発 泡 ス チ ロ ー ル を 切 り 刻 ん で レ ン ガ を 作 る ん だ レ ン ガ だ レ ン ガ だ 。 創 作 は 本 当 に す

ば ら し い な あ 。 創 作 は 邪 気 を 追 い 払 う ん だ 。 す べ て の 邪 気 を 追 い 払 っ て 翠 巒 祭 を 素 晴 ら し い も の に す る ぞ 。

　 1  年 　 轟 　 　 右 京 　 　 1  年 　 妹 尾 　 泰 寿 　 　 1  年 　 加 藤 　 瑛 太 　 　 1  年 　 根 岸 　 亮 輔

　 2  年 　 鳥 羽 　 京 介 　 　 2  年 　 岩 橋 　 洋 登 　 　 3  年 　 小 林 　 健 吾 　 　 3  年 　 香 川 　 直 寛

　 3  年 　 須 藤 　 駿 　 　 　 3  年 　 林 　 　 航 青 　 　 3  年 　 茂 木 　 貴 哉 　 　 3  年 　 森 戸 　 洸 成

　 3  年 　 大 貫 　 友 輔 　 　 3  年 　 田 村 　 朝 陽 　 　 3  年 　 土 屋 　 拓 都 　 　 3  年 　 渡 邉 　 泰 月

　 3  年 　 薫 　 春 陽 　 　 　 3  年 　 福 田 　 雄 平 　 　 3  年 　 森 田 　 大 智
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　 1  年 　 茂 木 　 陽 音 　 　 1  年 　 飯 塚 　 勇 仁 　 　 1  年 　 小 山 　 拓 人 　 　 1  年 　 小 林 　 拓 翔 　 　 1  年 　 田 島 　 優 誠 　 　 1  年 　 今 野 　 有 基

　 1  年 　 長 嶋 　 奏 太 　 　 2  年 　 門 脇 　 駿 　 　 　 2  年 　 清 水 　 孝 一 　 　 2  年 　 中 島 創 一 朗 　 　

　 2  年 　 井 艸 　 一 陽 　 　 2  年 　 岩 渕 　 宥 樹 　 　 2  年 　 小 倉 　 崇 平 　 　 2  年 　 角 田 　 文 武

　 2  年 　 菱 田 　 泰 地 　 　 3  年 　 柿 沼 　 悠 仁 　 　 3  年 　 山 口 　 眞 人 　 　 3  年 　 松 田 　 煌 生

　 3  年 　 山 口 　 彰 仁 　 　 3  年 　 手 島 　 透 吾 　 　 3  年 　 嶋 方 　 蒼 太 　 　 3  年 　 大 畠 　 光 瑛

　 3  年 　 篠 崎 　 修 治

○ 　 イ ベ ン ト 班 仕 事 内 容 違 法 賭 ◯ 取 締 り

　 1  年 　 成 田 桜 一 朗 　 　 1  年 　 中 澤 　 隼 人 　 　 1  年 　 須 永 　 寛 山 　 　 2  年 　 赤 澤 　 創 太

　 2  年 　 三 澤 　 洋 輝 　 　 3  年 　 山 﨑 　 流 楓 　 　 3  年 　 堀 口 　 煌 陽 　 　 3  年 　 志 村 　 和 輝

　 3  年 　 田 中 　 杏 児 　 　 3  年 　 坂 元 　 壮 太 　 　 3  年 　 森 田 　 大 智

○ 　 食 堂 ・ 喫 茶 班 仕 事 内 容 お 客 様 に 憩 い の 場 を 提 供 す る こ と

　 1  年 　 西 川 　 大 智 　 　 1  年 　 髙 橋 　 陽 樹 　 　 1  年 　 堀 口 　 大 翔 　 　 1  年 　 武 者 　 直 輝

　 2  年 　 木 村 　 陽 翔 　 　 2  年 　 井 田 　 唯 人 　 　 2  年 　 岡 本 　 裕 翔 　 　 3  年 　 田 中 　 快 陸

　 3  年 　 柴 崎 　 徳 朗

○ 体 育 館 行 事 班 仕 事 内 容 こ こ に 装 飾 、 土 木 を 入 れ て 、 ヲ タ 芸 を ひ と つ ま み ...

　 1  年 　 小 澤 　 拓 真 　 　 1  年 　 久 保 　 晃 市 　 　 1  年 　 大 阿 久 智 温 　 　 1  年 　 勝 田 　 敦 宏 　

　 1  年 　 高 田 　 瑛 斗 　 　 1  年 　 松 井 　 穂 高 　 　 2  年 　 千 葉 　 悠 斗 　 　 2  年 　 川 島 　 久 和 　 　

　 2  年 　 清 田 　 侑 希 　 　 2  年 　 水 野 　 颯 太 　 　 2  年 　 中 澤 　 絢 太 　 　 3  年 　 鈴 木 　 晴 斗 　

　 3  年 　 小 林 　 健 吾 　 　 3  年 　 高 宮 　 崇 　 　 　 3  年 　 大 廣 　 利 騎 　 　 3  年 　 大 手 　 秀 晃 　

○ 　 壁 画 班 仕 事 内 容 3 5 5 6 8 0  マ ス の ド ッ ト 絵 を 手 作 り す る

　 1  年 　 國 保 　 雅 人 　 　 1  年 　 佐 藤 　 有 漣 　 　 1  年 　 本 郷 リ ョ ウ 　 　 1  年 　 石 原 巧 太 郎 　 　 1  年 　 田 村 　 健 登 　 　 1  年 　 久 保 　 晃 市

　 2  年 　 後 閑 　 匠 真 　 　 2  年 　 藤 澤 　 直 也 　 　 2  年 　 岩 田 　 真 　 　 　 2  年 　 村 上 　 優 斗 　 　 2  年 　 篠 原 　 広 　 　 　 2  年 　 関 　 　 晃 汰

　 2  年 　 土 谷 　 康 太 　 　 2  年 　 荻 野 　 響 輝 　 　 2  年 　 内 川 　 瑛 暉 　 　 2  年 　 伊 早 坂 和 輝 　 　 2  年 　 高 橋 　 雄 大

　 2  年 　 平 野 　 大 地 　 　 2  年 　 岩 橋 　 洋 登 　 　 3  年 　 重 田 　 煌 介 　 　 3  年 　 黒 澤 　 駿 　 　 　 3  年 　 大 野 　 倖 英

　 3  年 　 福 田 　 雄 平 　 　 3  年 　 金 澤 　 い く 　 　 3  年 　 佐 藤 　 洋 介 　 　 3  年 　 安 原 　 圭 祐 　 　 3  年 　 福 田 龍 之 介

　 3  年 　 小 林 　 大 輝 　 　 3  年 　 黛 　 　 春 陽 　 　 3  年 　 土 屋 　 拓 都 　 　 3  年 　 渡 邉 　 泰 月 

○ 模 擬 店 班 仕 事 内 容 模 擬 店 全 部 し ま す

　 1  年 　 今 野 　 有 基 　 　 1  年 　 齊 藤 　 芳 明 　 　 1  年 　 田 中 　 隼 人 　 　 2  年 　 岩 渕 　 宥 樹 　 　 2  年 　 井 艸 　 一 陽

　 2  年 　 菱 田 　 泰 地 　 　 3  年 　 相 馬 　 賢 聖 　 　 3  年 　 手 島 　 透 吾 　 　 3  年 　 戸 塚 　 建 佑 　 　 3  年 　 塚 越 　 悠 馬

　 3  年 　 木 本 　 蒼 大 　 　 3  年 　 丹 　 　 大 和 　 　 3  年 　 徳 井 　 泉 　 　 　 3  年 　 藤 川 　 輝 貴

○ 夜 祭 班 仕 事 内 容 一 日 一 万 回 感 謝 の 正 拳 突 き (  マ ジ )

　 1  年 　 根 岸 　 亮 輔 　 　 1  年 　 新 井 　 蒼 太 　 　 1  年 　 土 屋 　 太 輝 　 　 1  年 　 髙 原 　 悠 介

　 2  年 　 樋 口 　 善 勇 　 　 2  年 　 阿 部 　 瑛 大 　 　 2  年 　 市 村 幸 太 郎 　 　 2  年 　 寺 田 洋 太 郎

　 3  年 　 中 野 　 力 亜 　 　 3  年 　 小 佐 野 祐 希 　 　 3  年 　 坂 本 　 聖 　 　 　 3  年 　 大 貫 　 友 輔

○ フ ォ ト モ ザ イ ク 班 仕 事 内 容 モ ザ イ ク ア ー ト 制 作

■ 放 送 課

　 1  年 　 大 谷 英 太 郎 　 　 1  年 　 片 貝 　 晃 士

　 1  年 　 田 中 　 錬 弥 　 　 2  年 　 地 濃 　 光 希

　 2  年 　 森 田 　 悠 生 　 　 2  年 　 岡 部 　 隆 生

　 2  年 　 宇 野 　 成 亮 　 　 3  年 　 武 井 　 悠 真

　 3  年 　 丹 　 　 大 和 　 　 3  年 　 佐 藤 　 凪 　

　 3  年 　 木 本 　 蒼 大

■ w e b  課

　 1  年 　 野 崎 　 真 聖 　 　 1  年 　 田 嶋 　 龍 介 　 　 1  年 　 市 川 　 優 真 　 　 1  年 　 佐 藤 　 璃 空

　 1  年 　 宮 澤 信 一 郎 　 　 1  年 　 小 熊 凜 太 朗 　 　 2  年 　 磯 部 　 太 一 　 　 2  年 　 関 　 　 奏 多

　 2  年 　 新 谷 　 真 雄 　 　 2  年 　 木 闇 　 颯 人 　 　 2  年 　 大 塚 　 滉 生

　 2  年 　 川 井 　 柊 太 　 　 2  年 　 折 茂 　 奏 空 　 　 3  年 　 香 川 　 直 寛

　 3  年 　 林 　 　 航 青 　 　 3  年 　 森 戸 　 洸 成 　 　 3  年 　 吉 澤 　 柊 聖

○ 　 メ デ ィ ア プ ロ モ ー シ ョ ン 班 仕 事 内 容 肉 体 労 働 無 い よ

　 1  年 　 轟 　 右 京 　 　 　 1  年 　 妹 尾 　 泰 寿 　 　 1  年 　 長 谷 川 侑 大 　 　 1  年 　 田 胡 　 琢 磨

　 2  年 　 溝 口 人 慈 路 　 　 2  年 　 唐 澤 　 直 輝 　 　 2  年 　 鎌 形 　 悠 　 　 　 2  年 　 福 岡 　 悠 安

　 3  年 　 井 田 　 天 翔 　 　 3  年 　 川 越 　 在 人 　 　 3  年 　 木 暮 　 啓 人 　 　 3  年 　 常 見 　 健 太

○ ポ ス タ ー ・ パ ン フ レ ッ ト 班 仕 事 内 容 こ の パ ン フ レ ッ ト と ポ ス タ ー の 作 成

★ ご 来 場 あ リ が と う ご ざ い ま し た ★

ご 挨 拶 紹 介 ＆ コ メ ン ト

生 徒 会 長

1 2 4  期 木 暮 啓 人

　 こ の 度 は 第  7 2  回 翠 巒 祭 に お 越 し い た だ き あ り が と う ご ざ い ま す 。 本 開 催 は 、 実 に ５ 年 ぶ

り の 入 場 制 限 な し で の 開 催 と な り ま す 。 こ こ 数 年 は チ ケ ッ ト が な い せ い で 入 れ な か っ た と

い う 方 に も 、 久 し ぶ り の 、 あ る い は 初 め て の 翠 巒 祭 を 味 わ っ て い た だ け る こ と を う れ し く

思 い ま す 。 同 時 に 我 々 高 高 生 も 、 ご 来 場 い た だ い た 皆 様 を 目 一 杯 楽 し ま せ ら れ る よ う に と 、

一 層 気 を 引 き 締 め て 今 日 ま で 準 備 を し て き ま し た 。 日 常 生 活 か ら お 笑 い み た い な 彼 ら が 送

る 、 最 高 の エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト を ぜ ひ 心 ゆ く ま で お 楽 し み く だ さ い 。

　 さ て 、 今 回 の 翠 巒 祭 の テ ー マ は 「 C O N- T R U S T 」 。「 と も に （ C O N ） 信 じ る （ T R U S T ） 」 と 「 対

比 （ c o ntr a st ） 」 を か け た 言 葉 と な っ て い ま す 。 絶 滅 危 惧 Ⅰ A  類 に 分 類 さ れ る 公 立 男 子 校 で

す が 、 中 で も 我 ら が 高 崎 高 校 は 自 由 奔 放 ・ 個 性 爆 発 の 山 猿 集 団 で あ り 、 男 子 校 を 煮 詰 め た

出 汁 か ら 水 分 だ け を 蒸 発 さ せ た よ う な 学 校 で す 。 そ ん な 高 高 生 が １ 年 で 最 も 団 結 す る 行 事

の 一 つ で あ る 翠 巒 祭 。 と も に 成 功 を 願 い 、 お 互 い を 信 頼 し な が ら 今 日 ま で の 道 の り を 歩 ん

で き ま し た 。 来 場 し て く だ さ っ た 皆 様 に と っ て 、 今 日 と い う 日 が い つ も と ち ょ っ と 違 っ た

輝 き を 帯 び た な ら ば 、 こ れ 以 上 に 幸 い な こ と は あ り ま せ ん 。

　 こ こ で 少 々 自 分 語 り を 。 僕 の 座 右 の 銘 「 素 敵 に 生 き る 」 は 大 好 き な 曲 の 歌 詞 か ら と っ て い ま す 。 生 き る 上 で は 苦 労 も

後 悔 も つ き も の だ け れ ど 、 自 分 の 人 生 を 振 り 返 っ た 時 に 「 素 敵 に 生 き ら れ た 」 と 思 え れ ば い い な と 思 っ て い ま す 。 そ し

て 今 回 、 翠 巒 祭 実 行 委 員 長 に 立 候 補 し 、 仲 間 と と も に 最 高 の 翠 巒 祭 を つ く り あ げ た い と 願 っ た の も 、 そ ん な 思 い か ら で

す 。 い ろ い ろ ご 迷 惑 を お か け し た チ ー フ 陣 に は 、 す み ま せ ん で し た  <( _ _) > 。 み ん な と 一 緒 に 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し な が

ら こ の 日 に 向 け て 進 ん で き た 日 々 は 、 僕 の 宝 物 で す 。

　 さ あ 、 ご 来 場 の 皆 さ ん 、 準 備 は で き て い ま す か ？ 　 県 内 最 強 の や ば い 奴 ら の お 祭 り を 、 思 う 存 分 お 楽 し み く だ さ

い ！ ！

翠 巒 祭 実 行 委 員 長

1 2 4  期 常 見 健 太

　 第  7 2  回 翠 巒 祭 に ご 来 場 の 皆 さ ん 、 本 日 は 誠 に あ り が と う ご ざ い ま す ！ ！ 第  1 2 4  期 全 日

制 生 徒 会 長 木 暮 啓 人 で す 。 突 然 で す が 、 皆 さ ん の 今 所 属 し て い る 学 校 や 会 社 と い っ た 場 所

は あ な た に と っ て ど の よ う な 意 味 を 持 っ て い ま す か ？ 高 崎 高 校 は 、 過 ご す 時 間 の 長 さ か ら

も 我 々 高 高 生 に と っ て の 「 第  2  の 家 」 で あ る と い う の は 神 代 の 時 代 か ら 言 わ れ て い ま す が 、

私 か ら す れ ば 、 最 早 高 高 と い う の は 我 々 生 徒 と 一 心 同 体 、 ま た は 家 族 と 言 っ て も 過 言 で は

あ り ま せ ん 。 我 々 は こ の 学 校 に 入 学 し て か ら こ れ ま で 日 々 の 授 業 や 部 活 動 、 た く さ ん の 行

事 で 喜 び や 悲 し み 、 そ し て 心 の 成 長 を こ の 高 崎 高 校 と 全 て 共 有 し て き ま し た 。

　 こ の 翠 巒 祭 で も 全 高 高 生 が ク ラ ス 展 示 や 招 待 試 合 に 向 け て 努 力 を し て き ま し た 。 と り わ け

翠 巒 祭 実 行 委 員 は 自 分 達 の そ れ ぞ れ の 仕 事 に 責 任 と 誇 り を 持 ち 、3 Ｆ 精 神 ( F e v er, Fr e e d o m,

F ull p o w er)  を モ ッ ト ー に こ の 翠 巒 祭 の 成 功 を 願 い 、1 年 も 前 か ら 準 備 に 取 り 組 ん で き ま し

た 。 特 に ゴ ー ル デ ン ウ ィ ー ク 中 や 開 催 一 週 間 前 は 皆 、 士 気 高 揚 で あ り 、 翠 巒 祭 準 備 の エ リ ア

5 1 と も 言 え る 理 科 棟 か ら は 湯 が 湧 く ほ ど の 熱 気 を 感 じ ま し た 。 翠 巒 祭 に 来 て く だ さ っ た 皆

さ ん は 、 こ の 高 高 の 熱 気 を 感 じ て い っ て く だ さ い ！ ！

　 そ し て ” 高 高 生 に な っ て み た い ” と 思 っ て も ら え た な ら ば こ れ 以 上 の 喜 び は あ り ま せ ん 、 本 望 で す 。 さ て 、 高 高 と 翠 巒 祭

へ の 気 持 ち の 昂 ぶ り の せ い で お か し い こ と を 書 い て し ま っ た か も し れ ま せ ん が 、 と に か く ！ 中 学 生 の 方 も ！ O B の 方 も ！

付 き 合 い で 来 た 方 も 関 係 な く ！ ご 来 場 の 皆 さ ん ！ ！ 高 高 の 魅 力 に ど う ぞ 肩 ま で 浸 か っ て い っ て く だ さ い ！ ！ ！ ！ ！ ！ ！

校 長

佐 鳥 　 秋 彦

　 本 日 は お 忙 し い 中 、 第  7 2  回 翠 巒 祭 に お 越 し い た だ き 、 誠 に 有 り 難 う ご ざ い ま す 。

　 本 校 の 背 後 に 広 が る 観 音 山 の 緑 が 一 段 と 濃 く な り 、 頂 上 に 聳 え る 白 衣 大 観 音 と の コ ン ト

ラ ス ト が い っ そ う 鮮 や か に 感 じ ら れ る 季 節 と な り ま し た 。6  月 第  1  土 曜 日 、 日 曜 日 と 言 え

ば 翠 巒 祭 、 そ う 今 年 も ま た 翠 巒 祭 の 季 節 が や っ て ま い り ま し た 。 昨 年 度 ま で は 新 型 コ ロ ナ

ウ イ ル ス の 影 響 も あ り 、 入 場 数 を 制 限 し て の 開 催 で し た が 、 コ ロ ナ も 落 ち 着 き 、 よ う や く 従

来 の 形 で 皆 さ ま を お 迎 え す る こ と が で き る 運 び と な り ま し た 。 ぜ ひ ご 来 場 い た だ い た 皆 さ

ま に は 、 翠 巒 祭 の 成 功 を 目 指 し て 、 日 々 仲 間 と 取 り 組 ん で き た 生 徒 達 の 熱 気 や 、 エ ネ ル ギ ー

を 存 分 に ご 堪 能 い た だ き た い と 思 い ま す 。

　 今 年 の テ ー マ は 「 C O N- T R U S T （ 共 に ー 信 じ る ） 」 。 翠 巒 祭 の 活 動 を 通 し て 仲 間 と の 絆 を 深

め 、 そ れ ぞ れ の 未 来 へ と 希 望 を 繋 ぐ 「 希 繋 （ き づ な ） 」 が 築 か れ る こ と を 期 待 し て い ま す 。

コ メ ン ト

こ こ を 書 い て い る の は  1 0 0 0  年 以 上

留 年 し た 高 高 生 だ

コ メ ン ト

パ  ン  も ア イ ス も ド リ ン ク も  。

あ な た の 欲 し い が こ こ に あ り ま す 。

コ メ ン ト

コ メ ン ト な に か こ う か な ... え ぇ ー と ...

あ ぁ ー と ... あ っ 、 や ば い 、 じ す う せ い げ

コ メ ン ト

1 0 万 円 （ 材 料 費 ） × 0 円 （ 壁 画 作 成 に か か

る 人 件 費 ） = ∞ （ 壁 画 （ プ ラ イ ス レ ス ） ） あ

れ 、 四 則 演 算 、 、 、

コ メ ン ト

印  象  に  残  っ  て  ！ ！ ！

コ メ ン ト

あ  な  た  と コ ン  ビ  に  パ  ン  フ レ ッ ト

コ メ ン ト

日  本  の ス タ グ  フ レ ー シ ョ ン が

辛 い ん だ や

コ メ ン ト

ミ ナ 藤 生 揚 亮 カ ラ 生 マ レ 、

藤 生 揚 亮 ヘ ト 還 ル 。

コ メ ン ト

み ん な の 目 と 耳 を 刺 激

し ち ゃ う よ ー ー ー
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模 擬 店 以 外 の ゴ ミ は 各 自 お 持 ち 帰 り く だ さ い

模 擬 店 会 計 列

×

×

指 月 庭

シ ャ ト ル バ  ス  待  機  列

サ ッ カ ー
グ ラ ウ ン ド

ラ グ ビ ー
グ ラ ウ ン ド

テ ニ ス
コ ー ト

弓 道 場

イ ベ ン ト
ス テ ー ジ

ベ ビ ー カ ー
預 り 所

フ ォ ト モ ザ イ ク

中 庭

２ F  第 二 体 育 館
１ F  剣 道 場 ・ 柔 道 場

※ 出 入 り 口 は 正 門 及 び 北 門 と な っ て お り ま す 。
　 ま た 、 保 健 室 は 翠 巒 会 館 の 向 か い と な っ て お り ま す 。
※ 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら お 客 様 ご 自 身 の 上 履 き と 下 足 入 れ を ご 使 用 く だ さ い 。

北 門

１ F
２ F
３ F

１ F
２ F
３ F

部 室 棟

模 擬 店 街
３ F
池

室 内 練 習 場

野 球
グ ラ ウ ン ド

グ ッ ズ
売 り 場

翠 巒 会 館

×

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
セ ン タ ー

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン
セ ン タ ー

×

第 一 体 育 館

出 入 口

出 口

入 口

出 入 口

保 健 室

ぐ る り ん バ ス 停

ア ー チ

ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン  通 り 抜 け 可 多 機 能 ト イ レ  通 り 抜 け 不 可ト イ レ ×

校 内 案 内 図

こ ん な と き は …

※ 芝 生 へ の 立 ち 入 り 禁 止

×

● 落 と し 物 　 ● 迷 子 の お 問 い 合 わ せ 　 ● 知 人 の 呼 び 出 し

　 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー へ 行 っ て 実 行 委 員 の 指 示 に 従 い 、 手 続 き を し て く だ さ い 。

★ 校 内 で 靴 を な く さ れ た 方 は 、 1  階 の 本 部 へ お 尋 ね く だ さ い 。

● け が ・ 急 病 な ど

　 保 健 室 に 行 き 処 置 を 受 け て く だ さ い 。 事 態 が 急 な と き は 、 周 囲 の 生 徒 に 協 力 を 求 め て く だ さ い 。

● 火 災 ・ 地 震 等 の 非 常 事 態 の 時

★ そ の 他 、 お 困 り の 時 に は 、 ス タ ッ フ  T  シ ャ ツ を 着 た 実 行 委 員 に お 尋 ね く だ さ い 。

★ 翠 巒 祭 を 楽 し ん で い た だ く 為 に 、 社 会 的 一 般 常 識 に 伴 っ た マ ナ ー を お 守 り く だ さ い 。 万 が 一 、 お 守 り い

　 た だ け な い 場 合 、 イ ベ ン ト の 進 行 を 妨 げ る よ う な 行 為 と み な さ れ る 場 合 は 、 ご 退 場 い た だ く こ と が あ り

　 ま す 。

（ 正 門 ）

◎ 駐 車 場 は 開 始 時 刻 の 1 0 分 前 よ り 開 放 に な り ま す 。

◎ 高 チ ャ リ で の ご 来 場 は ご 遠 慮 く だ さ い 。翠 巒 祭  2 0 2 4
S U I R A N  F e s t i v a l  2 0 2 4

6 月 1 日 ( 土 ) 1 2 :0 0 ～ 1 6 :3 0 ( 1 5 :5 0 入 場 終 了 )

6 月 2 日 ( 日 )  9 :0 0 ～ 1 6 :3 0 ( 1 5 :5 0 入 場 終 了 )

高 崎 高 校 生 徒 会
高 崎 市 八 千 代 町 2 -  4 -  1

☎ 0 2 7 － 3 2 4 － 0 0 7 4

全 日 制
通 信 制

▶ お 問 い 合 わ せ

関 係 者 用 駐 輪 場

駐 輪 場

飲 食 ス ペ ー ス

模 擬 店 街

シ ャ ト ル バ  ス  の  り ば
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